
・秋鮭・・・４００ｇ
・ブロッコリー・・・１房
・かぼちゃ・・・１/４個
・油・・・大さじ２
・みりん・・・小さじ２
・ミニトマト・・・４個

・生姜・・・３ｇ
・にんにく・・・３ｇ
・酒・・・大さじ２
・しょうゆ・・・大さじ２
・カレー粉・・・小さじ１/２
・片栗粉・・・大さじ３
・カレー粉・・・小さじ１

今回は「鮭のカレー風味 竜田揚げ」をご紹介しま

す。大人から子どもまで、みんな大好きなカレーで、

一味違った竜田揚げはいかがでしょう。お魚が苦手な

お子さんにも食べやすい一皿です。

材料（4人分）

北の魚情報がぎっしり！北海道ぎょれんウェブサイト

www.gyoren.or.jp
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Ⓑ

Ⓐ

鮭のカレー風味
竜田揚げ

カレーの香りが食欲をそそる、秋鮭の竜田揚げ

浜のおかあさん

レシピ

Ａの生姜、にんにくをすりおろし、Ａをボウルに入れ
て混ぜ合わせておく。
秋鮭の骨を除き、一口大に切り、①に入れて下味を
つける。ブロッコリーは小房に分けて塩ゆでし、か
ぼちゃは１ｃｍの厚さに切り、皿に並べてラップをか
け、電子レンジで６分加熱（５００Ｗの場合）する。
Ｂをビニール袋の中に入れ、②の秋鮭を入れて粉
をまぶす。
フライパンに油を入れて火をつけ、③を並べて両
面に焼き色がつくまで揚げ焼きし、①とみりんをま
わしかけてから絡める。
②のかぼちゃの上に④を盛り付け、ブロッコリーと
ミニトマトを飾れば出来上がり。

❶

❷

❸

❹

❺

作り方

4
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沙留漁協

横田やす子さん
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界
ホ
タ
テ
釣
り
選
手
権
大
会
」
が
３
月
13
日（
日
）
に
豊
浦
町
の

「
ま
る
ご
と
豊
浦
〜
北
の
収
穫
祭
〜
」
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｌ
字
の
カ
ギ
を
付
け
た
規
定
の
釣
竿
を
使
っ

て
、
３
分
間
に
水
槽
内
の
ほ
た
て
を
何
枚
釣
り
上
げ
る
か
を
競
う
こ
の

競
技
。
今
回
で
８
回
目
を
迎
え
、
64
名
の
参
加
者
の
内
、
半
分
は
事
前

に
開
催
さ
れ
た
予
選
会
で
選
出
す
る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
。
大
会
は
ジ
ュ

ニ
ア
大
会
や
団
体
戦
な
ど
も
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
沢
山
の
出
場

者
が
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
い
ぶ
り
噴
火
湾
漁
協
は
、
大
会
の
企
画
・
運
営
を
行
う

「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ａ 

世
界
ホ
タ
テ
釣
り
協
会
」
の
一
員
と
し
て
参
加
し
て

い
ま
す
。
同
漁
協
　
豊
浦
支
所
の
木
村
支
所
長
が
、「
地
元
で
行
っ
て
い

た
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
規
模
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
、
全
国
か
ら

参
加
者
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
通
り
、
参
加
者
は
地

元
豊
浦
は
も
ち
ろ
ん
、
札
幌
、
小
樽
、
遠
く
は
兵
庫
県
尼
崎
か
ら
と
い

う
方
も
い
る
そ
う
で
す
。

　
参
加
者
か
ら
「
ほ
た
て
の
元
気
が
良
す
ぎ
て
殻
が
閉
ま
る
の
が
早

い
！
」
と
い
う
声
も
聞
こ
え
る
な
ど
、
競
技
中
は
参
加
者
同
士
の
み
な

ら
ず
、
人
と
ほ
た
て
と
の
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
熱
戦
の
末
、

決
勝
戦
で
６
分
間
に
22
枚
を
釣
り
上
げ
た
優
勝
者
に
は
、
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
ベ
ル
ト
と
賞
金
10
万
円
、
副
賞
と
し
て
ほ
た
て
１
年
分
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
地
元
で
行
わ
れ
て
い
た
ほ
た
て
釣
り
を
競
技
と
し
て
整
備
し
た
の
は
、

地
元
出
身
の
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
　
内
藤
大
助
さ
ん
が
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
そ
う
。
競
技
規
則
へ
の
違
反
は
「
イ
エ

ロ
ー
／
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
」
な
ら
ぬ
、
塗
装
さ
れ
た
ほ
た
て
の
殻
に
よ
る

「
イ
エ
ロ
ー
／
レ
ッ
ド
ホ
タ
テ
」
に
よ

り
宣
告
。
警
告
行
為
と
し
て
「
豊
浦
産

ほ
た
て
へ
の
侮
辱
」
が
含
ま
れ
る
な
ど
、

豊
浦
町
が
噴
火
湾
に
お
け
る
ほ
た
て
養

殖
発
祥
の
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ほ
た

て
へ
の
愛
情
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た
競

技
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
会
場
で
は
、
地
元
の
産
品
の
販
売
も

行
わ
れ
、
い
ぶ
り
噴
火
湾
漁
協
も
か
き

や
焼
き
ほ
た
て
を
販
売
し
ま
し
た
。
小

雪
の
ち
ら
つ
く
な
か
、
多
く
の
お
客
様

が
行
列
を
作
り
、
熱
々
の
大
き
な
ほ
た

て
を
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

世と
　
　
　
　 

よ
　
　 

う
　
　
　
ら

「世界ホタテ釣り選手権大会」が
豊浦で開催されました

「

参加者の白熱した戦いに、観客からは声援がとんでいました

ほたての焼ける香ばしい香りと炭火の
煙は宣伝効果抜群

浜の

元気印！

1　|
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初春の日差しに雪解け進む苫小牧港
表紙の写真
苫小牧漁協／山下 博史さんご家族です。

「世界ホタテ釣り選手権大会」が豊浦で開催されました
浜の元気印！
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浜の家族物語
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特集 平成28年度ぎょれん事業計画 －前編－

ぎょれん  西副会長

平成２８年度ぎょれん事業計画
                          －前編－

「
中
期
的
事
業
推
進
方
向
」

　最
終
年
度
を
迎
え
、
組
織
を
挙
げ
て

　
　
　さ
ら
な
る
事
業
展
開
に
取
り
組
む

　
本
会
は
「
強
い
北
海
道
漁
業
の
確
立
」
に
向
け
て
、

三
つ
の
重
点
ス
ロ
ー
ガ
ン
（「
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
の
進

化
と
成
長
」「
選
択
と
集
中
に
よ
る
事
業
展
開
」「
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
」）
を
掲
げ
、
３
カ
年
の
「
中

期
的
事
業
推
進
方
向
」
に
基
づ
き
事
業
を
推
進
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
平
成
28
年
度
は
そ
の
最
終
年
度
に
あ
た
り
、
こ
の

間
の
実
績
を
踏
ま
え
引
き
続
き
組
織
を
挙
げ
た
各
種

事
業
展
開
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

喫
緊
の
課
題
は
安
定
し
た
生
産
量
確
保
に

向
け
た
資
源
増
大
・
管
理
の
更
な
る
強
化
。

　消
費
の
二
極
化
は
依
然
と
し
て
進
行

　
昨
年
の
本
道
漁
業
は
、
金
額
に
つ
い
て
は
、
浜
値

の
上
昇
に
よ
り
前
年
に
続
き
３
、
０
０
０
億
円
台
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
生
産
量
は
多
く

の
魚
種
で
前
年
を
下
回
り
、
過
去
に
な
い
１
０
０
万

ト
ン
に
留
ま
る
な
ど
生
産
面
で
大
き
な
課
題
を
残
し

た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
道
的
な
原
料
事
情
の
急
激
な
悪
化
に
よ
り
加
工

業
界
は
稼
働
面
で
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
加
え

て
本
年
か
ら
の
ロ
シ
ア
海
域
サ
ケ
マ
ス
流
網
漁
業
の

全
面
禁
漁
に
よ
る
影
響
を
含
め
、
今
後
の
漁
模
様
如

何
に
よ
っ
て
は
、
地
域
経
済
等
へ
与
え
る
影
響
が
憂

慮
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
さ
に
本
道
漁
業
に
と
っ
て
安
定
し
た
生
産
量
確

保
に
向
け
た
資
源
増
大
・
資
源
管
理
の
更
な
る
強
化

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
消
費
流
通
面
を
み
る
と
、
人
口
減
少
・
魚
離
れ
の

進
行
を
受
け
、
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
縮
小
が
進
む
一

方
で
、
世
界
的
な
水
産
物
需
要
の
高
ま
り
か
ら
海
外

市
場
は
拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
依
然
と
し

て
消
費
の
二
極
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
道
産
水
産
物
の
生
産
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

こ
の
間
、
浜
値
上
昇
を
牽
引
し
て
き
た
輸
出
の
動
向

は
魚
種
や
輸
出
相
手
国
に
よ
っ
て
明
暗
が
分
か
れ
て

お
り
、
快
進
撃
を
続
け
て
い
た
ほ
た
て
の
輸
出
も
こ

こ
に
来
て
や
や
不
透
明
感
が
漂
う
と
と
も
に
国
内
消

費
の
激
減
と
い
う
課
題
に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。 

　
販
売
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
基
幹
魚
種
を

主
体
に
国
内
外
の
需
給
動
向
を
充
分
見
極
め
た
中
で

の
消
流
対
策
の
重
要
性
が
一
段
と
高
ま
っ
て
い
る
と

の
認
識
か
ら
、
関
連
団
体
と
の
連
携
を
深
め
、
総
力

を
挙
げ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
一
般
魚
種
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
よ
り
実
施

し
て
い
る
「
漁
協
系
統
鮮
魚
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
等
を

核
と
し
た
鮮
魚
対
策
事
業
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も

に
水
揚
魚
種
の
変
化
に
臨
機
に
対
応
し
た
取
り
組
み

を
引
き
続
き
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
併
せ
て
魚
離
れ
に
歯
止
め
を
か
け
魚
食
復
権
を
図

る
た
め
、
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
食
育
活
動
の

継
続
強
化
を
含
め
た
消
流
宣
伝
事
業
の
組
織
的
な
推

進
を
行
う
と
と
も
に
、
食
品
の
安
全
・
安
心
対
策
の

一
環
と
し
て
産
地
市
場
段
階
か
ら
加
工
・
流
通
に
至

る
分
野
で
の
衛
生
・
品
質
管
理
に
万
全
を
期
す
こ
と

と
し
ま
す
。

　
購
買
事
業
に
つ
い
て
は
、
基
幹
と
な
る
燃
油
価
格

は
落
ち
着
き
を
み
せ
て
い
ま
す
が
、
世
界
の
原
油
情

勢
は
常
に
不
安
材
料
が
内
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
原
油
価
格
上
昇
、
需
給
逼
迫
等
の
情
勢
変
化

に
対
応
し
得
る
よ
う
、
全
漁
連
を
中
心
と
し
た
系
統

燃
油
集
中
取
扱
体
制
を
引
き
続
き
堅
持
し
て
い
き
ま

す
。

　
加
え
て
、
浜
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
系
統
ブ
ラ
ン
ド

資
材
の
普
及
拡
大
を
通
じ
、
営
漁
コ
ス
ト
の
削
減
に

取
り
組
む
な
ど
、
会
員
と
と
も
に
系
統
購
買
事
業
機

能
の
拡
充
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

　
指
導
部
門
の
う
ち
漁
政
対
策
に
つ
い
て
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ

大
筋
合
意
を
受
け
国
内
対
策
と
し
て
実
現
を
み
た
国

の
水
産
業
競
争
力
強
化
緊
急
事
業
等
を
有
効
活
用
し
、

な
か
で
も
画
期
的
な
担
い
手
対
策
と
し
て
の
漁
船

リ
ー
ス
事
業
を
核
と
し
て
「
強
い
北
海
道
漁
業
の
確

立
」
に
向
け
た
基
盤
整
備
、
体
制
強
化
に
総
力
を
挙

げ
て
取
り
組
み
ま
す
。 

　
併
せ
て
漁
協
経
営
基
盤
の
強
化
に
向
け
た
指
導
教

育
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

　
以
上
の
通
り
本
道
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
生

産
か
ら
加
工
・
流
通
・
消
費
に
至
る
様
々
な
分
野
で

諸
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
本
会
は
指
導
・
経

済
連
合
会
と
し
て
、
浜
か
ら
の
付
託
に
応
え
、
将
来

と
も
に
魅
力
の
あ
る
北
海
道
漁
業
と
し
て
い
く
た
め
、

浜
と
の
連
携
を
強
化
し
、
組
織
を
挙
げ
て
各
種
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
本
道
漁
業
は
海
洋
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
水
産
資

源
の
多
く
が
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
ほ
か
、
漁

村
経
済
の
中
核
と
な
る
担
い
手
の
減
少
な
ど
、
諸
課

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。 

　
特
に
、
水
産
資
源
の
回
復
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

資
源
増
大
対
策
の
推
進
お
よ
び
本
道
漁
業
の
実
態
に

即
し
た
資
源
管
理
体
制
の
確
立
が
急
務
で
す
。 

　
一
方
、
昨
年
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
を
受
け
て
、
国

は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱
に
「
持
続
可
能
な
収
益
性

の
高
い
操
業
体
制
へ
の
転
換
」
を
掲
げ
、
水
産
業
競

　平成２８年度が始まりました。今月と来月の2
号にわたり、ぎょれんの平成２８年度事業計画を
ご紹介します。
　今月は、西副会長に、計画策定にあたっての考
え方を伺うとともに、漁政対策、指導・教育事業、
環境保全対策、販売事業（全体方針および鮮魚流
通対策）の計画についてお伝えします。
　来月は引き続き、販売事業のうち、秋鮭・ほた
て・昆布に関する事業と、購買事業、宣伝・広報事
業等の計画をご紹介します。

③
漁
協
に
お
け
る
協
同
組
合
運
動
啓
発
活
動
促
進
の

た
め
の
支
援
（
啓
発
資
料
の
提
供
、講
師
斡
旋
等
）

（
5
）
指
導
教
育
部
門
の
機
能
強
化

①
相
談
機
能
充
実
の
た
め
の
地
区
別
指
導
体
制
の

継
続 

②
指
導
部
門
情
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　
海
獣
等
の
有
害
生
物
に
よ
る
漁
業
被
害
軽
減
に
向

け
た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
ほ
か
、
本
道
周
辺
海
域
に

お
け
る
漁
場
環
境
や
河
川
環
境
の
更
な
る
向
上
を
目
的

と
し
た
総
合
的
な
環
境
保
全
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
流
木
等
の
漂
着
物
処
理
対
策
に
つ
い
て
、

各
種
事
業
の
効
果
的
な
活
用
を
進
め
、
併
せ
て
漂
着

物
発
生
の
抑
制
対
策
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
な
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
洋
上
風
力
発
電
な
ど
各
種
エ
ネ
ル
ギ
ー

争
力
強
化
に
向
け
た
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。 

　
本
年
度
の
漁
政
対
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
こ

う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
外
部
環
境
に
左
右
さ
れ

な
い
本
道
漁
業
経
営
の
体
質
強
化
に
向
け
て
、
組
織

を
あ
げ
た
取
り
組
み
を
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

（
１
）
水
産
資
源
の
増
大
と
本
道
漁
業
の
実
態
に

即
し
た
資
源
管
理
体
制
の
確
立
に
向
け
た

取
り
組
み

①
海
洋
環
境
変
化
に
対
応
し
た
栽
培
漁
業
の
推
進

（
増
養
殖
施
設
の
整
備
、
種
苗
生
産
の
拡
充
、

技
術
開
発
の
促
進
等
）
に
向
け
た
取
り
組
み 

②
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
現
行
の
資
源
管

理
制
度
に
対
す
る
本
道
漁
業
の
実
態
に
即
し
た

資
源
管
理
体
制
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

（
ク
ロ
マ
グ
ロ
、
マ
ダ
ラ
等
） 

③
沿
岸
・
沖
底
と
の
全
道
・
地
域
毎
の
各
種
漁
業

者
実
践
協
議
会
の
開
催
等
、
資
源
に
見
合
っ
た

操
業
体
制
確
立
に
向
け
た
協
議
促
進 

④
組
織
的
密
漁
の
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化

（
2
）
漁
業
経
営
体
質
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

①
広
域
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
の
策
定
推
進
等
、
各

種
関
連
事
業
の
活
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み 

②
浜
の
担
い
手
漁
船
リ
ー
ス
緊
急
事
業
お
よ
び
機

器
・
生
産
設
備
導
入
事
業
等
に
係
る
本
道
漁
業

の
活
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み（
予
算
拡
充
・

導
入
要
件
見
直
し
等
） 

③
漁
業
収
入
安
定
対
策
お
よ
び
漁
業
コ
ス
ト
低
減

対
策
の
拡
充
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み 

④
資
源
回
復
を
目
指
す
漁
業
者
へ
の
経
営
支
援
制

度
お
よ
び
ト
ド
漁
業
被
害
の
救
済
に
向
け
た
経

営
支
援
制
度
構
築
へ
の
取
り
組
み 

⑤
環
境
変
動
に
対
応
し
た
有
害
生
物
（
ト
ド
・
ア

ザ
ラ
シ
・
オ
ッ
ト
セ
イ
等
海
獣
、
ク
ラ
ゲ
類
、

ザ
ラ
ボ
ヤ
）
の
漁
業
被
害
対
策
事
業
の
拡
充
強

化
お
よ
び
ヒ
ト
デ
漁
業
被
害
対
策
の
創
設
へ
の

取
り
組
み

（
3
） 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
に
伴
う
影
響
回
避
と
水

産
物
貿
易
自
由
化
問
題
へ
の
組
織
的
取
り

組
み

①
全
漁
連
・
水
貿
協
等
と
の
連
携
に
よ
る
関
税
削

減
、
即
時
〜
段
階
的
撤
廃
に
伴
う
影
響
に
対
す

る
中
長
期
の
支
援
対
策
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み 

②
今
後
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
国
拡
大
、Ｅ
Ｐ
Ａ
等
貿
易

自
由
化
促
進
の
動
き
か
ら
の
本
道
漁
業
へ
の
影

響
回
避
に
向
け
た
組
織
的
対
応

（
4
）
漁
村
の
活
性
化
、
多
面
的
機
能
発
揮
対
策

へ
の
取
り
組
み

①
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
の
さ
ら
な
る
事
業

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
（
活
動
組
織
の
新

設
お
よ
び
活
動
項
目
の
適
用
範
囲
拡
大
等
） 

②
自
主
的
な
地
域
活
動
に
対
す
る
「
漁
村
集
落
直

接
支
払
交
付
金
制
度
」
の
創
設
に
向
け
た
取
り

組
み

（
5
）
原
発
災
害
問
題
へ
の
浜
と
連
携
し
た
組
織

的
取
り
組
み

①
汚
染
水
問
題
を
含
め
た
適
切
な
福
島
原
発
管
理

体
制
実
現
に
向
け
た
運
動
展
開 

②
韓
国
輸
入
規
制
措
置
の
打
開
な
ど
、
風
評
被
害

の
早
期
払
拭
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み

（
6
）
水
産
物
流
通
・
加
工
・
消
費
対
策
の
強
化

に
向
け
た
取
り
組
み

①
北
海
道
の
実
態
を
踏
ま
え
た
産
地
流
通
・
加
工

対
策
支
援
制
度
の
拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み 

②
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
環
境
整
備
お
よ
び
高
度
衛
生
管
理

型
施
設
の
整
備
等
、
水
産
物
の
輸
出
促
進
に
向

け
た
支
援
制
度
の
拡
充
へ
の
取
り
組
み

　
漁
業
・
漁
協
経
営
を
巡
る
環
境
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
に
も
増
し
て
、
漁
協

を
核
と
し
、
協
同
組
合
精
神
に
根
差
し
た
結
束
力
の

（
３
）
漁
協
・
加
工
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
集
荷

体
制
の
強
化

【
消
費
地
対
策
】

（
１
）
道
ぎ
ょ
れ
ん
会
を
核
と
し
た
全
国
的
な
販

売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
の
拡
充
及
び
「
選
択

と
集
中
」
に
よ
る
組
織
的
な
取
り
組
み
の

更
な
る
強
化 

（
２
）
需
要
確
保
に
向
け
た
各
種
流
通
対
策
・
消

流
宣
伝
事
業
と
連
動
し
た
提
案
型
営
業
の

継
続
強
化

【
海
外
輸
出
対
策
】

（
１
）
海
外
取
引
先
と
の
更
な
る
組
織
的
取
り
組

み
の
強
化 

（
２
）
加
工
向
け
原
魚
と
活
・
生
鮮
及
び
高
次
加

工
品
の
輸
出
対
策
の
強
化

①
基
幹
魚
種
の
需
給
調
整
機
能
と
し
て
の
新
た
な

輸
出
先
の
確
保 

②
か
れ
い
・
ぶ
り
等
の
加
工
原
魚
と
し
て
の
新
た

な
輸
出
販
路
の
開
拓 

③「
北
海
道
」
ブ
ラ
ン
ド
が
定
着
し
て
い
る
東
南

ア
ジ
ア
へ
の
活
・
鮮
魚
介
類
や
高
次
加
工
品
等

の
輸
出
強
化
へ
の
対
応

（
３
）
円
滑
な
輸
出
促
進
の
た
め
の
国
内
環
境
整

備
に
向
け
た
行
政
へ
の
要
請
継
続

①
放
射
能
検
査
に
係
る
検
査
体
制
の
簡
素
化
と
迅
速
化 

②
活
・
鮮
魚
介
類
の
航
空
貨
物
の
荷
捌
き
、
通
関

体
制
等
の
整
備

（
４
）
国
・
道
の
支
援
を
含
め
た
国
別
・
品
目
別

戦
略
に
よ
る
海
外
市
場
開
拓
、
販
売
促
進

等
の
実
施

①
高
鮮
度
輸
送
試
験
及
び
高
次
加
工
品
の
輸
出
試

験
の
実
施

　
一
般
魚
種
の
水
揚
げ
減
少
、
魚
種
の
交
代
、
突
発

的
な
水
揚
げ
、
来
遊
時
期
の
ず
れ
込
み
等
、
海
洋
環

境
が
年
々
変
化
し
て
い
く
中
、
こ
れ
に
対
応
し
た
加

工
、
流
通
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
本
会
で
は
『
ぎ
ょ
れ
ん
鮮

魚
セ
ン
タ
ー
』
を
拠
点
と
し
、
鮮
魚
流
通
対
策
事
業

の
拡
充
に
取
り
組
み
、
系
統
鮮
魚
・
加
工
原
料
供
給

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
進
め
、
一
定
の
成
果
を
上

げ
て
き
ま
し
た
。 

　
今
年
度
も
引
き
続
き
浜
の
要
望
に
応
え
た
生
鮮
・

加
工
販
売
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
水
揚
げ
変
動

に
対
応
し
た
新
規
製
品
の
開
発
及
び
新
規
販
路
開
拓

を
含
め
た
製
品
販
売
力
を
強
化
し
、
魚
価
と
流
通
の

安
定
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
１
）
鮮
魚
事
業
形
態
別
対
策 

①
生
鮮
事
業

ア
．
産
地
集
荷
機
能
の
有
効
活
用
と
消
費
地
と

の
連
携
に
よ
る
日
配
鮮
魚
の
取
扱
強
化 

イ
．
集
中
水
揚
げ
時
や
価
格
下
落
時
の
的
確
な

対
応 

ウ
．
海
外
向
け
高
鮮
度
流
通
の
実
施
検
討

②
加
工
事
業

ア
．
活
〆
鮮
魚
の
加
工
や
ワ
ン
フ
ロ
ー
ズ
ン

製
品
等
付
加
価
値
の
高
い
製
品
づ
く
り 

イ
．
未
利
用
魚
種
の
有
効
活
用

③
冷
凍
事
業

ア
．
国
内
及
び
国
外
市
場
へ
の
新
規
販
路
開
拓 

イ
．
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
新
規
商
品
開

発

（
２
）
魚
種
別
対
策
の
継
続
強
化

① 

全
道
対
策
魚
種
（
か
れ
い
・
ぶ
り
等
）
と
地

域
の
基
幹
魚
種
（
ひ
ら
め
・
え
び
等
）
の
水
揚

状
況
に
即
応
し
た
対
策
の
推
進

（
３
）
漁
協
系
統
鮮
魚
取
扱
体
制
の
強
化

①
産
地
市
場
連
絡
会
議
で
の
情
報
共
有
等
に
基
づ

く
取
り
組
み
強
化

（
2
）
河
川
・
漁
場
環
境
保
全
対
策
の
継
続
強
化

【
工
事
濁
水
・
事
業
場
排
水
関
連
】

①
地
区
協
議
会
等
に
お
け
る
漁
場
環
境
お
よ
び
河

川
環
境
の
改
善
に
向
け
、
新
た
な
開
発
工
事
も

含
め
た
総
合
的
な
協
議
の
実
施 

②
地
区
パ
ト
ロ
ー
ル
に
お
け
る
河
川
・
農
業
関
連

工
事
や
事
業
場
及
び
鉄
道
や
高
規
格
道
路
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
工
事
の
現
場
調
査
実
施
等
に
よ
る

泥
土
砂
・
濁
水
流
出
防
止
と
湧
水
発
生
対
策
の

強
化

【
農
業
系
排
水
関
連
】

①
行
政
な
ら
び
に
農
業
関
係
団
体
と
の
対
策
協
議

に
よ
る
家
畜
排
せ
つ
物
対
策
の
強
化 

②
農
業
関
係
団
体
と
の
環
境
保
全
に
向
け
た
取
り

組
み
推
進

【
廃
棄
物
関
連
】

①
海
岸
漂
着
物
処
理
事
業
の
活
用
に
よ
る
流
木
・

漂
着
物
対
策
支
援
の
推
進
お
よ
び
流
木
発
生
の

抑
制
対
策
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み
推
進 

②
漁
業
系
廃
棄
物
・
残
渣
の
適
正
処
理
対
策
へ
の

支
援
と
廃
棄
物
の
有
効
利
用
に
向
け
た
研
究
開

発
に
関
す
る
取
り
組
み
対
応

【
海
洋
環
境
関
連
】

①
サ
ハ
リ
ン
で
の
原
油
開
発
に
お
け
る
油
流
出
事

故
未
然
防
止
対
策
の
推
進 

②
道
内
周
辺
を
往
来
す
る
タ
ン
カ
ー
等
の
航
行
に

お
け
る
安
全
確
保
の
要
請 

③
海
域
お
よ
び
河
川
に
お
け
る
油
流
出
事
故
の
対

応
方
法
や
防
除
体
制
の
整
備
強
化 

④
洋
上
風
力
発
電
な
ど
各
種
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に

関
す
る
漁
業
・
環
境
影
響
に
対
す
る
対
策
と
情

報
提
供

（
3
）
森
・
川
・
海
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
た
森

林
環
境
保
全
対
策
の
推
進

①
全
道
に
お
け
る
植
樹
活
動
の
実
態
に
対
応
し
た

活
動
の
見
直
し
と
方
向
付
に
向
け
た
組
織
的
協

議
の
実
施 

②「
お
魚
殖
や
す
植
樹
運
動
」
の
新
た
な
運
動
方

針
策
定
と
植
樹
活
動
の
意
義
を
広
く
浸
透
さ
せ

る
た
め
の
普
及
啓
発
の
継
続
推
進

　
昨
年
の
本
道
漁
業
生
産
量
は
１
０
０
万
ト
ン
台
を

維
持
し
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
減
少
傾
向
に
歯
止

め
が
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
水
揚
げ
減
少
に
よ
る
稼

働
不
足
と
原
料
価
格
の
高
騰
は
産
地
加
工
業
者
の
経

営
を
圧
迫
し
て
お
り
、業
者
数
も
減
少
の
一
途
を
辿
っ

て
い
ま
す
。
一
部
地
域
に
お
い
て
は
産
地
市
場
の
買

受
人
機
能
が
弱
体
化
す
る
な
ど
、
従
来
の
産
地
流
通

体
制
に
よ
る
荷
捌
き
に
も
限
界
が
見
え
始
め
て
い
ま

す
。

　
ま
た
水
産
物
の
消
費
環
境
に
お
い
て
は
、
人
口
の

減
少
に
加
え
、
魚
離
れ
現
象
が
高
齢
者
層
に
も
及
ぶ

な
ど
国
内
の
消
費
が
引
き
続
き
低
迷
す
る
中
、
海
外

の
水
産
物
需
要
が
増
加
を
続
け
る
「
二
極
化
」
の
構

図
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
世
界
経
済
の
動

向
に
不
透
明
感
が
あ
り
、
輸
出
変
動
要
因
の
見
極
め

が
一
層
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
よ
っ
て
、
重
要
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
な
っ
た
海
外
市
場

に
お
け
る
販
路
確
保
と
本
道
ブ
ラ
ン
ド
の
更
な
る
基

盤
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
基
本
で
あ

る
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
再
構
築
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、
本
年
度
に
お
い
て
も
、
道
産
水
産
物

の
流
通
安
定
化
の
た
め
に
、
各
種
流
通
対
策
・
消
流

宣
伝
事
業
と
の
連
動
に
よ
り
産
地
集
荷
体
制
及
び
販

売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
強
化
を
図
る
と
も
に
、

国
内
外
に
向
け
た
加
工
・
流
通
対
策
を
拡
充
強
化
し

て
い
く
も
の
と
し
ま
す
。

【
産
地
対
策
】

（
１
）
秋
鮭
・
ほ
た
て
等
の
基
幹
魚
種
対
策
の
継

続
と
鮮
魚
加
工
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

の
拡
充 

（
２
）
本
会
直
営
工
場
・
漁
協
工
場
・
提
携
工
場

等
の
安
定
的
な
稼
働
体
制
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
と
品
質
管
理
体
制
の
強
化 

強
い
組
織
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、
人
材
育
成

と
啓
発
活
動
を
継
続
・
強
化
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
漁
協
組
織
運
営
の
前
提
と
な
る

経
営
適
正
化
・
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

（
1
）
漁
協
経
営
改
善
指
導
の
推
進

①
経
営
健
全
化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
漁

協
に
対
す
る
漁
協
経
営
強
化
推
進
本
部
を
通
じ

た
重
点
的
指
導
・
支
援
の
継
続
実
施 

②
漁
協
に
お
け
る
内
部
監
査
実
施
に
向
け
た
取
り

組
み
支
援

（
2
）
漁
協
の
運
営
適
正
化
に
向
け
た
指
導
監
査

の
充
実
と
重
点
的
指
導

①
Ｊ
Ｆ
全
国
監
査
機
構
に
よ
る
指
導
監
査
並
び
に

改
善
指
導
の
継
続
実
施 

②
内
部
け
ん
制
機
能
強
化
に
向
け
た
重
点
的
指
導

の
継
続
実
施

（
3
）
教
育
研
修
活
動
の
充
実

①
全
道
漁
協
教
育
研
修
計
画
（
平
成
28
年
度
〜
30

年
度
）
に
基
づ
く
役
職
員
研
修
の
充
実 

②
漁
協
内
部
監
査
担
当
職
員
の
育
成
に
向
け
た
研

修
強
化 

（
4
）
人
材
育
成
対
策

①
漁
協
青
年
部
活
動
の
強
化
支
援
と
組
織
育
成 

②
全
道
協
力
組
織
（
漁
業
士
会
、職
員
協
議
会
等
）

の
事
業
活
動
を
通
じ
た
リ
ー
ダ
ー
育
成 

開
発
に
対
す
る
漁
場
環
境
影
響
に
つ
い
て
、
的
確
な

対
応
お
よ
び
情
報
提
供
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

（
1
）
有
害
生
物
漁
業
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業

の
推
進

①
国
の
補
助
事
業
な
ど
の
有
効
活
用
に
よ
る
漁
業

被
害
防
止
対
策
の
充
実
強
化

ア
．
ト
ド
駆
除
や
追
払
い
、
強
化
刺
し
網
等
の

導
入
に
よ
る
被
害
対
策
の
拡
充
に
向
け
た
取

り
組
み
強
化 

イ
．
ザ
ラ
ボ
ヤ
・
キ
タ
ミ
ズ
ク
ラ
ゲ
の
駆
除
及

び
処
理
対
策
事
業
の
推
進 

ウ
．
ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ
・
ゼ
ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ

に
よ
る
漁
業
被
害
軽
減
に
向
け
、
各
管
理
計

画
に
基
づ
い
た
対
策
の
実
施 

エ
．
オ
ッ
ト
セ
イ
漁
業
被
害
対
策
の
確
立
に
向

け
た
取
り
組
み
の
推
進

②
漁
業
者
ハ
ン
タ
ー
養
成
に
よ
る
駆
除
対
策
の
推
進

鮮魚対策事業の行われる鮮魚センター
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「
中
期
的
事
業
推
進
方
向
」

　最
終
年
度
を
迎
え
、
組
織
を
挙
げ
て

　
　
　さ
ら
な
る
事
業
展
開
に
取
り
組
む

　
本
会
は
「
強
い
北
海
道
漁
業
の
確
立
」
に
向
け
て
、

三
つ
の
重
点
ス
ロ
ー
ガ
ン
（「
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
の
進

化
と
成
長
」「
選
択
と
集
中
に
よ
る
事
業
展
開
」「
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
」）
を
掲
げ
、
３
カ
年
の
「
中

期
的
事
業
推
進
方
向
」
に
基
づ
き
事
業
を
推
進
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
平
成
28
年
度
は
そ
の
最
終
年
度
に
あ
た
り
、
こ
の

間
の
実
績
を
踏
ま
え
引
き
続
き
組
織
を
挙
げ
た
各
種

事
業
展
開
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

喫
緊
の
課
題
は
安
定
し
た
生
産
量
確
保
に

向
け
た
資
源
増
大
・
管
理
の
更
な
る
強
化
。

　消
費
の
二
極
化
は
依
然
と
し
て
進
行

　
昨
年
の
本
道
漁
業
は
、
金
額
に
つ
い
て
は
、
浜
値

の
上
昇
に
よ
り
前
年
に
続
き
３
、
０
０
０
億
円
台
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
生
産
量
は
多
く

の
魚
種
で
前
年
を
下
回
り
、
過
去
に
な
い
１
０
０
万

ト
ン
に
留
ま
る
な
ど
生
産
面
で
大
き
な
課
題
を
残
し

た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
道
的
な
原
料
事
情
の
急
激
な
悪
化
に
よ
り
加
工

業
界
は
稼
働
面
で
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
加
え

て
本
年
か
ら
の
ロ
シ
ア
海
域
サ
ケ
マ
ス
流
網
漁
業
の

全
面
禁
漁
に
よ
る
影
響
を
含
め
、
今
後
の
漁
模
様
如

何
に
よ
っ
て
は
、
地
域
経
済
等
へ
与
え
る
影
響
が
憂

慮
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
さ
に
本
道
漁
業
に
と
っ
て
安
定
し
た
生
産
量
確

保
に
向
け
た
資
源
増
大
・
資
源
管
理
の
更
な
る
強
化

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
消
費
流
通
面
を
み
る
と
、
人
口
減
少
・
魚
離
れ
の

進
行
を
受
け
、
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
縮
小
が
進
む
一

方
で
、
世
界
的
な
水
産
物
需
要
の
高
ま
り
か
ら
海
外

市
場
は
拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
依
然
と
し

て
消
費
の
二
極
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
道
産
水
産
物
の
生
産
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

こ
の
間
、
浜
値
上
昇
を
牽
引
し
て
き
た
輸
出
の
動
向

は
魚
種
や
輸
出
相
手
国
に
よ
っ
て
明
暗
が
分
か
れ
て

お
り
、
快
進
撃
を
続
け
て
い
た
ほ
た
て
の
輸
出
も
こ

こ
に
来
て
や
や
不
透
明
感
が
漂
う
と
と
も
に
国
内
消

費
の
激
減
と
い
う
課
題
に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。 

　
販
売
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
基
幹
魚
種
を

主
体
に
国
内
外
の
需
給
動
向
を
充
分
見
極
め
た
中
で

の
消
流
対
策
の
重
要
性
が
一
段
と
高
ま
っ
て
い
る
と

の
認
識
か
ら
、
関
連
団
体
と
の
連
携
を
深
め
、
総
力

を
挙
げ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
一
般
魚
種
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
よ
り
実
施

し
て
い
る
「
漁
協
系
統
鮮
魚
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
等
を

核
と
し
た
鮮
魚
対
策
事
業
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も

に
水
揚
魚
種
の
変
化
に
臨
機
に
対
応
し
た
取
り
組
み

を
引
き
続
き
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
併
せ
て
魚
離
れ
に
歯
止
め
を
か
け
魚
食
復
権
を
図

る
た
め
、
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
食
育
活
動
の

継
続
強
化
を
含
め
た
消
流
宣
伝
事
業
の
組
織
的
な
推

進
を
行
う
と
と
も
に
、
食
品
の
安
全
・
安
心
対
策
の

一
環
と
し
て
産
地
市
場
段
階
か
ら
加
工
・
流
通
に
至

る
分
野
で
の
衛
生
・
品
質
管
理
に
万
全
を
期
す
こ
と

と
し
ま
す
。

　
購
買
事
業
に
つ
い
て
は
、
基
幹
と
な
る
燃
油
価
格

は
落
ち
着
き
を
み
せ
て
い
ま
す
が
、
世
界
の
原
油
情

勢
は
常
に
不
安
材
料
が
内
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
原
油
価
格
上
昇
、
需
給
逼
迫
等
の
情
勢
変
化

に
対
応
し
得
る
よ
う
、
全
漁
連
を
中
心
と
し
た
系
統

燃
油
集
中
取
扱
体
制
を
引
き
続
き
堅
持
し
て
い
き
ま

す
。

　
加
え
て
、
浜
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
系
統
ブ
ラ
ン
ド

資
材
の
普
及
拡
大
を
通
じ
、
営
漁
コ
ス
ト
の
削
減
に

取
り
組
む
な
ど
、
会
員
と
と
も
に
系
統
購
買
事
業
機

能
の
拡
充
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

　
指
導
部
門
の
う
ち
漁
政
対
策
に
つ
い
て
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ

大
筋
合
意
を
受
け
国
内
対
策
と
し
て
実
現
を
み
た
国

の
水
産
業
競
争
力
強
化
緊
急
事
業
等
を
有
効
活
用
し
、

な
か
で
も
画
期
的
な
担
い
手
対
策
と
し
て
の
漁
船

リ
ー
ス
事
業
を
核
と
し
て
「
強
い
北
海
道
漁
業
の
確

立
」
に
向
け
た
基
盤
整
備
、
体
制
強
化
に
総
力
を
挙

げ
て
取
り
組
み
ま
す
。 

　
併
せ
て
漁
協
経
営
基
盤
の
強
化
に
向
け
た
指
導
教

育
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

　
以
上
の
通
り
本
道
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
生

産
か
ら
加
工
・
流
通
・
消
費
に
至
る
様
々
な
分
野
で

諸
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
本
会
は
指
導
・
経

済
連
合
会
と
し
て
、
浜
か
ら
の
付
託
に
応
え
、
将
来

と
も
に
魅
力
の
あ
る
北
海
道
漁
業
と
し
て
い
く
た
め
、

浜
と
の
連
携
を
強
化
し
、
組
織
を
挙
げ
て
各
種
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
本
道
漁
業
は
海
洋
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
水
産
資

源
の
多
く
が
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
ほ
か
、
漁

村
経
済
の
中
核
と
な
る
担
い
手
の
減
少
な
ど
、
諸
課

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。 

　
特
に
、
水
産
資
源
の
回
復
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

資
源
増
大
対
策
の
推
進
お
よ
び
本
道
漁
業
の
実
態
に

即
し
た
資
源
管
理
体
制
の
確
立
が
急
務
で
す
。 

　
一
方
、
昨
年
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
を
受
け
て
、
国

は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱
に
「
持
続
可
能
な
収
益
性

の
高
い
操
業
体
制
へ
の
転
換
」
を
掲
げ
、
水
産
業
競

③
漁
協
に
お
け
る
協
同
組
合
運
動
啓
発
活
動
促
進
の

た
め
の
支
援
（
啓
発
資
料
の
提
供
、講
師
斡
旋
等
）

（
5
）
指
導
教
育
部
門
の
機
能
強
化

①
相
談
機
能
充
実
の
た
め
の
地
区
別
指
導
体
制
の

継
続 

②
指
導
部
門
情
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　
海
獣
等
の
有
害
生
物
に
よ
る
漁
業
被
害
軽
減
に
向

け
た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
ほ
か
、
本
道
周
辺
海
域
に

お
け
る
漁
場
環
境
や
河
川
環
境
の
更
な
る
向
上
を
目
的

と
し
た
総
合
的
な
環
境
保
全
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
流
木
等
の
漂
着
物
処
理
対
策
に
つ
い
て
、

各
種
事
業
の
効
果
的
な
活
用
を
進
め
、
併
せ
て
漂
着

物
発
生
の
抑
制
対
策
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
な
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
洋
上
風
力
発
電
な
ど
各
種
エ
ネ
ル
ギ
ー

争
力
強
化
に
向
け
た
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。 

　
本
年
度
の
漁
政
対
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
こ

う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
外
部
環
境
に
左
右
さ
れ

な
い
本
道
漁
業
経
営
の
体
質
強
化
に
向
け
て
、
組
織

を
あ
げ
た
取
り
組
み
を
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

（
１
）
水
産
資
源
の
増
大
と
本
道
漁
業
の
実
態
に

即
し
た
資
源
管
理
体
制
の
確
立
に
向
け
た

取
り
組
み

①
海
洋
環
境
変
化
に
対
応
し
た
栽
培
漁
業
の
推
進

（
増
養
殖
施
設
の
整
備
、
種
苗
生
産
の
拡
充
、

技
術
開
発
の
促
進
等
）
に
向
け
た
取
り
組
み 

②
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
現
行
の
資
源
管

理
制
度
に
対
す
る
本
道
漁
業
の
実
態
に
即
し
た

資
源
管
理
体
制
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

（
ク
ロ
マ
グ
ロ
、
マ
ダ
ラ
等
） 

③
沿
岸
・
沖
底
と
の
全
道
・
地
域
毎
の
各
種
漁
業

者
実
践
協
議
会
の
開
催
等
、
資
源
に
見
合
っ
た

操
業
体
制
確
立
に
向
け
た
協
議
促
進 

④
組
織
的
密
漁
の
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化

（
2
）
漁
業
経
営
体
質
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

①
広
域
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
の
策
定
推
進
等
、
各

種
関
連
事
業
の
活
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み 

②
浜
の
担
い
手
漁
船
リ
ー
ス
緊
急
事
業
お
よ
び
機

器
・
生
産
設
備
導
入
事
業
等
に
係
る
本
道
漁
業

の
活
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み（
予
算
拡
充
・

導
入
要
件
見
直
し
等
） 

③
漁
業
収
入
安
定
対
策
お
よ
び
漁
業
コ
ス
ト
低
減

対
策
の
拡
充
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み 

④
資
源
回
復
を
目
指
す
漁
業
者
へ
の
経
営
支
援
制

度
お
よ
び
ト
ド
漁
業
被
害
の
救
済
に
向
け
た
経

営
支
援
制
度
構
築
へ
の
取
り
組
み 

⑤
環
境
変
動
に
対
応
し
た
有
害
生
物
（
ト
ド
・
ア

ザ
ラ
シ
・
オ
ッ
ト
セ
イ
等
海
獣
、
ク
ラ
ゲ
類
、

ザ
ラ
ボ
ヤ
）
の
漁
業
被
害
対
策
事
業
の
拡
充
強

化
お
よ
び
ヒ
ト
デ
漁
業
被
害
対
策
の
創
設
へ
の

取
り
組
み

（
3
） 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
に
伴
う
影
響
回
避
と
水

産
物
貿
易
自
由
化
問
題
へ
の
組
織
的
取
り

組
み

①
全
漁
連
・
水
貿
協
等
と
の
連
携
に
よ
る
関
税
削

減
、
即
時
〜
段
階
的
撤
廃
に
伴
う
影
響
に
対
す

る
中
長
期
の
支
援
対
策
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み 

②
今
後
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
国
拡
大
、Ｅ
Ｐ
Ａ
等
貿
易

自
由
化
促
進
の
動
き
か
ら
の
本
道
漁
業
へ
の
影

響
回
避
に
向
け
た
組
織
的
対
応

（
4
）
漁
村
の
活
性
化
、
多
面
的
機
能
発
揮
対
策

へ
の
取
り
組
み

①
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
の
さ
ら
な
る
事
業

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
（
活
動
組
織
の
新

設
お
よ
び
活
動
項
目
の
適
用
範
囲
拡
大
等
） 

②
自
主
的
な
地
域
活
動
に
対
す
る
「
漁
村
集
落
直

接
支
払
交
付
金
制
度
」
の
創
設
に
向
け
た
取
り

組
み

（
5
）
原
発
災
害
問
題
へ
の
浜
と
連
携
し
た
組
織

的
取
り
組
み

①
汚
染
水
問
題
を
含
め
た
適
切
な
福
島
原
発
管
理

体
制
実
現
に
向
け
た
運
動
展
開 

②
韓
国
輸
入
規
制
措
置
の
打
開
な
ど
、
風
評
被
害

の
早
期
払
拭
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み

（
6
）
水
産
物
流
通
・
加
工
・
消
費
対
策
の
強
化

に
向
け
た
取
り
組
み

①
北
海
道
の
実
態
を
踏
ま
え
た
産
地
流
通
・
加
工

対
策
支
援
制
度
の
拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み 

②
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
環
境
整
備
お
よ
び
高
度
衛
生
管
理

型
施
設
の
整
備
等
、
水
産
物
の
輸
出
促
進
に
向

け
た
支
援
制
度
の
拡
充
へ
の
取
り
組
み

　
漁
業
・
漁
協
経
営
を
巡
る
環
境
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
に
も
増
し
て
、
漁
協

を
核
と
し
、
協
同
組
合
精
神
に
根
差
し
た
結
束
力
の

（
３
）
漁
協
・
加
工
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
集
荷

体
制
の
強
化

【
消
費
地
対
策
】

（
１
）
道
ぎ
ょ
れ
ん
会
を
核
と
し
た
全
国
的
な
販

売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
の
拡
充
及
び
「
選
択

と
集
中
」
に
よ
る
組
織
的
な
取
り
組
み
の

更
な
る
強
化 

（
２
）
需
要
確
保
に
向
け
た
各
種
流
通
対
策
・
消

流
宣
伝
事
業
と
連
動
し
た
提
案
型
営
業
の

継
続
強
化

【
海
外
輸
出
対
策
】

（
１
）
海
外
取
引
先
と
の
更
な
る
組
織
的
取
り
組

み
の
強
化 

（
２
）
加
工
向
け
原
魚
と
活
・
生
鮮
及
び
高
次
加

工
品
の
輸
出
対
策
の
強
化

①
基
幹
魚
種
の
需
給
調
整
機
能
と
し
て
の
新
た
な

輸
出
先
の
確
保 

②
か
れ
い
・
ぶ
り
等
の
加
工
原
魚
と
し
て
の
新
た

な
輸
出
販
路
の
開
拓 

③「
北
海
道
」
ブ
ラ
ン
ド
が
定
着
し
て
い
る
東
南

ア
ジ
ア
へ
の
活
・
鮮
魚
介
類
や
高
次
加
工
品
等

の
輸
出
強
化
へ
の
対
応

（
３
）
円
滑
な
輸
出
促
進
の
た
め
の
国
内
環
境
整

備
に
向
け
た
行
政
へ
の
要
請
継
続

①
放
射
能
検
査
に
係
る
検
査
体
制
の
簡
素
化
と
迅
速
化 

②
活
・
鮮
魚
介
類
の
航
空
貨
物
の
荷
捌
き
、
通
関

体
制
等
の
整
備

（
４
）
国
・
道
の
支
援
を
含
め
た
国
別
・
品
目
別

戦
略
に
よ
る
海
外
市
場
開
拓
、
販
売
促
進

等
の
実
施

①
高
鮮
度
輸
送
試
験
及
び
高
次
加
工
品
の
輸
出
試

験
の
実
施

　
一
般
魚
種
の
水
揚
げ
減
少
、
魚
種
の
交
代
、
突
発

的
な
水
揚
げ
、
来
遊
時
期
の
ず
れ
込
み
等
、
海
洋
環

境
が
年
々
変
化
し
て
い
く
中
、
こ
れ
に
対
応
し
た
加

工
、
流
通
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
本
会
で
は
『
ぎ
ょ
れ
ん
鮮

魚
セ
ン
タ
ー
』
を
拠
点
と
し
、
鮮
魚
流
通
対
策
事
業

の
拡
充
に
取
り
組
み
、
系
統
鮮
魚
・
加
工
原
料
供
給

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
進
め
、
一
定
の
成
果
を
上

げ
て
き
ま
し
た
。 

　
今
年
度
も
引
き
続
き
浜
の
要
望
に
応
え
た
生
鮮
・

加
工
販
売
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
水
揚
げ
変
動

に
対
応
し
た
新
規
製
品
の
開
発
及
び
新
規
販
路
開
拓

を
含
め
た
製
品
販
売
力
を
強
化
し
、
魚
価
と
流
通
の

安
定
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
１
）
鮮
魚
事
業
形
態
別
対
策 

①
生
鮮
事
業

ア
．
産
地
集
荷
機
能
の
有
効
活
用
と
消
費
地
と

の
連
携
に
よ
る
日
配
鮮
魚
の
取
扱
強
化 

イ
．
集
中
水
揚
げ
時
や
価
格
下
落
時
の
的
確
な

対
応 

ウ
．
海
外
向
け
高
鮮
度
流
通
の
実
施
検
討

②
加
工
事
業

ア
．
活
〆
鮮
魚
の
加
工
や
ワ
ン
フ
ロ
ー
ズ
ン

製
品
等
付
加
価
値
の
高
い
製
品
づ
く
り 

イ
．
未
利
用
魚
種
の
有
効
活
用

③
冷
凍
事
業

ア
．
国
内
及
び
国
外
市
場
へ
の
新
規
販
路
開
拓 

イ
．
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
新
規
商
品
開

発

（
２
）
魚
種
別
対
策
の
継
続
強
化

① 

全
道
対
策
魚
種
（
か
れ
い
・
ぶ
り
等
）
と
地

域
の
基
幹
魚
種
（
ひ
ら
め
・
え
び
等
）
の
水
揚

状
況
に
即
応
し
た
対
策
の
推
進

（
３
）
漁
協
系
統
鮮
魚
取
扱
体
制
の
強
化

①
産
地
市
場
連
絡
会
議
で
の
情
報
共
有
等
に
基
づ

く
取
り
組
み
強
化

（
2
）
河
川
・
漁
場
環
境
保
全
対
策
の
継
続
強
化

【
工
事
濁
水
・
事
業
場
排
水
関
連
】

①
地
区
協
議
会
等
に
お
け
る
漁
場
環
境
お
よ
び
河

川
環
境
の
改
善
に
向
け
、
新
た
な
開
発
工
事
も

含
め
た
総
合
的
な
協
議
の
実
施 

②
地
区
パ
ト
ロ
ー
ル
に
お
け
る
河
川
・
農
業
関
連

工
事
や
事
業
場
及
び
鉄
道
や
高
規
格
道
路
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
工
事
の
現
場
調
査
実
施
等
に
よ
る

泥
土
砂
・
濁
水
流
出
防
止
と
湧
水
発
生
対
策
の

強
化

【
農
業
系
排
水
関
連
】

①
行
政
な
ら
び
に
農
業
関
係
団
体
と
の
対
策
協
議

に
よ
る
家
畜
排
せ
つ
物
対
策
の
強
化 

②
農
業
関
係
団
体
と
の
環
境
保
全
に
向
け
た
取
り

組
み
推
進

【
廃
棄
物
関
連
】

①
海
岸
漂
着
物
処
理
事
業
の
活
用
に
よ
る
流
木
・

漂
着
物
対
策
支
援
の
推
進
お
よ
び
流
木
発
生
の

抑
制
対
策
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み
推
進 

②
漁
業
系
廃
棄
物
・
残
渣
の
適
正
処
理
対
策
へ
の

支
援
と
廃
棄
物
の
有
効
利
用
に
向
け
た
研
究
開

発
に
関
す
る
取
り
組
み
対
応

【
海
洋
環
境
関
連
】

①
サ
ハ
リ
ン
で
の
原
油
開
発
に
お
け
る
油
流
出
事

故
未
然
防
止
対
策
の
推
進 

②
道
内
周
辺
を
往
来
す
る
タ
ン
カ
ー
等
の
航
行
に

お
け
る
安
全
確
保
の
要
請 

③
海
域
お
よ
び
河
川
に
お
け
る
油
流
出
事
故
の
対

応
方
法
や
防
除
体
制
の
整
備
強
化 

④
洋
上
風
力
発
電
な
ど
各
種
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に

関
す
る
漁
業
・
環
境
影
響
に
対
す
る
対
策
と
情

報
提
供

（
3
）
森
・
川
・
海
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
た
森

林
環
境
保
全
対
策
の
推
進

①
全
道
に
お
け
る
植
樹
活
動
の
実
態
に
対
応
し
た

活
動
の
見
直
し
と
方
向
付
に
向
け
た
組
織
的
協

議
の
実
施 

②「
お
魚
殖
や
す
植
樹
運
動
」
の
新
た
な
運
動
方

針
策
定
と
植
樹
活
動
の
意
義
を
広
く
浸
透
さ
せ

る
た
め
の
普
及
啓
発
の
継
続
推
進

　
昨
年
の
本
道
漁
業
生
産
量
は
１
０
０
万
ト
ン
台
を

維
持
し
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
減
少
傾
向
に
歯
止

め
が
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
水
揚
げ
減
少
に
よ
る
稼

働
不
足
と
原
料
価
格
の
高
騰
は
産
地
加
工
業
者
の
経

営
を
圧
迫
し
て
お
り
、業
者
数
も
減
少
の
一
途
を
辿
っ

て
い
ま
す
。
一
部
地
域
に
お
い
て
は
産
地
市
場
の
買

受
人
機
能
が
弱
体
化
す
る
な
ど
、
従
来
の
産
地
流
通

体
制
に
よ
る
荷
捌
き
に
も
限
界
が
見
え
始
め
て
い
ま

す
。

　
ま
た
水
産
物
の
消
費
環
境
に
お
い
て
は
、
人
口
の

減
少
に
加
え
、
魚
離
れ
現
象
が
高
齢
者
層
に
も
及
ぶ

な
ど
国
内
の
消
費
が
引
き
続
き
低
迷
す
る
中
、
海
外

の
水
産
物
需
要
が
増
加
を
続
け
る
「
二
極
化
」
の
構

図
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
世
界
経
済
の
動

向
に
不
透
明
感
が
あ
り
、
輸
出
変
動
要
因
の
見
極
め

が
一
層
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
よ
っ
て
、
重
要
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
な
っ
た
海
外
市
場

に
お
け
る
販
路
確
保
と
本
道
ブ
ラ
ン
ド
の
更
な
る
基

盤
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
基
本
で
あ

る
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
再
構
築
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、
本
年
度
に
お
い
て
も
、
道
産
水
産
物

の
流
通
安
定
化
の
た
め
に
、
各
種
流
通
対
策
・
消
流

宣
伝
事
業
と
の
連
動
に
よ
り
産
地
集
荷
体
制
及
び
販

売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
強
化
を
図
る
と
も
に
、

国
内
外
に
向
け
た
加
工
・
流
通
対
策
を
拡
充
強
化
し

て
い
く
も
の
と
し
ま
す
。

【
産
地
対
策
】

（
１
）
秋
鮭
・
ほ
た
て
等
の
基
幹
魚
種
対
策
の
継

続
と
鮮
魚
加
工
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

の
拡
充 

（
２
）
本
会
直
営
工
場
・
漁
協
工
場
・
提
携
工
場

等
の
安
定
的
な
稼
働
体
制
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
と
品
質
管
理
体
制
の
強
化 

強
い
組
織
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、
人
材
育
成

と
啓
発
活
動
を
継
続
・
強
化
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
漁
協
組
織
運
営
の
前
提
と
な
る

経
営
適
正
化
・
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

（
1
）
漁
協
経
営
改
善
指
導
の
推
進

①
経
営
健
全
化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
漁

協
に
対
す
る
漁
協
経
営
強
化
推
進
本
部
を
通
じ

た
重
点
的
指
導
・
支
援
の
継
続
実
施 

②
漁
協
に
お
け
る
内
部
監
査
実
施
に
向
け
た
取
り

組
み
支
援

（
2
）
漁
協
の
運
営
適
正
化
に
向
け
た
指
導
監
査

の
充
実
と
重
点
的
指
導

①
Ｊ
Ｆ
全
国
監
査
機
構
に
よ
る
指
導
監
査
並
び
に

改
善
指
導
の
継
続
実
施 

②
内
部
け
ん
制
機
能
強
化
に
向
け
た
重
点
的
指
導

の
継
続
実
施

（
3
）
教
育
研
修
活
動
の
充
実

①
全
道
漁
協
教
育
研
修
計
画
（
平
成
28
年
度
〜
30

年
度
）
に
基
づ
く
役
職
員
研
修
の
充
実 

②
漁
協
内
部
監
査
担
当
職
員
の
育
成
に
向
け
た
研

修
強
化 

（
4
）
人
材
育
成
対
策

①
漁
協
青
年
部
活
動
の
強
化
支
援
と
組
織
育
成 

②
全
道
協
力
組
織
（
漁
業
士
会
、職
員
協
議
会
等
）

の
事
業
活
動
を
通
じ
た
リ
ー
ダ
ー
育
成 

開
発
に
対
す
る
漁
場
環
境
影
響
に
つ
い
て
、
的
確
な

対
応
お
よ
び
情
報
提
供
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

（
1
）
有
害
生
物
漁
業
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業

の
推
進

①
国
の
補
助
事
業
な
ど
の
有
効
活
用
に
よ
る
漁
業

被
害
防
止
対
策
の
充
実
強
化

ア
．
ト
ド
駆
除
や
追
払
い
、
強
化
刺
し
網
等
の

導
入
に
よ
る
被
害
対
策
の
拡
充
に
向
け
た
取

り
組
み
強
化 

イ
．
ザ
ラ
ボ
ヤ
・
キ
タ
ミ
ズ
ク
ラ
ゲ
の
駆
除
及

び
処
理
対
策
事
業
の
推
進 

ウ
．
ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ
・
ゼ
ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ

に
よ
る
漁
業
被
害
軽
減
に
向
け
、
各
管
理
計

画
に
基
づ
い
た
対
策
の
実
施 

エ
．
オ
ッ
ト
セ
イ
漁
業
被
害
対
策
の
確
立
に
向

け
た
取
り
組
み
の
推
進

②
漁
業
者
ハ
ン
タ
ー
養
成
に
よ
る
駆
除
対
策
の
推
進

全道漁協指導部門担当者会議青年部による小学校での出前授業

岩場に生息するトド

 

2
．
指
導
・
教
育
事
業

 

3
．
漁
業
環
境
保
全
対
策

5　| |　4
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特集 平成28年度ぎょれん事業計画 －前編－

「
中
期
的
事
業
推
進
方
向
」

　最
終
年
度
を
迎
え
、
組
織
を
挙
げ
て

　
　
　さ
ら
な
る
事
業
展
開
に
取
り
組
む

　
本
会
は
「
強
い
北
海
道
漁
業
の
確
立
」
に
向
け
て
、

三
つ
の
重
点
ス
ロ
ー
ガ
ン
（「
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
の
進

化
と
成
長
」「
選
択
と
集
中
に
よ
る
事
業
展
開
」「
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
」）
を
掲
げ
、
３
カ
年
の
「
中

期
的
事
業
推
進
方
向
」
に
基
づ
き
事
業
を
推
進
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
平
成
28
年
度
は
そ
の
最
終
年
度
に
あ
た
り
、
こ
の

間
の
実
績
を
踏
ま
え
引
き
続
き
組
織
を
挙
げ
た
各
種

事
業
展
開
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

喫
緊
の
課
題
は
安
定
し
た
生
産
量
確
保
に

向
け
た
資
源
増
大
・
管
理
の
更
な
る
強
化
。

　消
費
の
二
極
化
は
依
然
と
し
て
進
行

　
昨
年
の
本
道
漁
業
は
、
金
額
に
つ
い
て
は
、
浜
値

の
上
昇
に
よ
り
前
年
に
続
き
３
、
０
０
０
億
円
台
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
生
産
量
は
多
く

の
魚
種
で
前
年
を
下
回
り
、
過
去
に
な
い
１
０
０
万

ト
ン
に
留
ま
る
な
ど
生
産
面
で
大
き
な
課
題
を
残
し

た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
道
的
な
原
料
事
情
の
急
激
な
悪
化
に
よ
り
加
工

業
界
は
稼
働
面
で
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
加
え

て
本
年
か
ら
の
ロ
シ
ア
海
域
サ
ケ
マ
ス
流
網
漁
業
の

全
面
禁
漁
に
よ
る
影
響
を
含
め
、
今
後
の
漁
模
様
如

何
に
よ
っ
て
は
、
地
域
経
済
等
へ
与
え
る
影
響
が
憂

慮
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
さ
に
本
道
漁
業
に
と
っ
て
安
定
し
た
生
産
量
確

保
に
向
け
た
資
源
増
大
・
資
源
管
理
の
更
な
る
強
化

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
消
費
流
通
面
を
み
る
と
、
人
口
減
少
・
魚
離
れ
の

進
行
を
受
け
、
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
縮
小
が
進
む
一

方
で
、
世
界
的
な
水
産
物
需
要
の
高
ま
り
か
ら
海
外

市
場
は
拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
依
然
と
し

て
消
費
の
二
極
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
道
産
水
産
物
の
生
産
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

こ
の
間
、
浜
値
上
昇
を
牽
引
し
て
き
た
輸
出
の
動
向

は
魚
種
や
輸
出
相
手
国
に
よ
っ
て
明
暗
が
分
か
れ
て

お
り
、
快
進
撃
を
続
け
て
い
た
ほ
た
て
の
輸
出
も
こ

こ
に
来
て
や
や
不
透
明
感
が
漂
う
と
と
も
に
国
内
消

費
の
激
減
と
い
う
課
題
に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。 

　
販
売
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
基
幹
魚
種
を

主
体
に
国
内
外
の
需
給
動
向
を
充
分
見
極
め
た
中
で

の
消
流
対
策
の
重
要
性
が
一
段
と
高
ま
っ
て
い
る
と

の
認
識
か
ら
、
関
連
団
体
と
の
連
携
を
深
め
、
総
力

を
挙
げ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
一
般
魚
種
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
よ
り
実
施

し
て
い
る
「
漁
協
系
統
鮮
魚
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
等
を

核
と
し
た
鮮
魚
対
策
事
業
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も

に
水
揚
魚
種
の
変
化
に
臨
機
に
対
応
し
た
取
り
組
み

を
引
き
続
き
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
併
せ
て
魚
離
れ
に
歯
止
め
を
か
け
魚
食
復
権
を
図

る
た
め
、
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
食
育
活
動
の

継
続
強
化
を
含
め
た
消
流
宣
伝
事
業
の
組
織
的
な
推

進
を
行
う
と
と
も
に
、
食
品
の
安
全
・
安
心
対
策
の

一
環
と
し
て
産
地
市
場
段
階
か
ら
加
工
・
流
通
に
至

る
分
野
で
の
衛
生
・
品
質
管
理
に
万
全
を
期
す
こ
と

と
し
ま
す
。

　
購
買
事
業
に
つ
い
て
は
、
基
幹
と
な
る
燃
油
価
格

は
落
ち
着
き
を
み
せ
て
い
ま
す
が
、
世
界
の
原
油
情

勢
は
常
に
不
安
材
料
が
内
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
原
油
価
格
上
昇
、
需
給
逼
迫
等
の
情
勢
変
化

に
対
応
し
得
る
よ
う
、
全
漁
連
を
中
心
と
し
た
系
統

燃
油
集
中
取
扱
体
制
を
引
き
続
き
堅
持
し
て
い
き
ま

す
。

　
加
え
て
、
浜
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
系
統
ブ
ラ
ン
ド

資
材
の
普
及
拡
大
を
通
じ
、
営
漁
コ
ス
ト
の
削
減
に

取
り
組
む
な
ど
、
会
員
と
と
も
に
系
統
購
買
事
業
機

能
の
拡
充
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

　
指
導
部
門
の
う
ち
漁
政
対
策
に
つ
い
て
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ

大
筋
合
意
を
受
け
国
内
対
策
と
し
て
実
現
を
み
た
国

の
水
産
業
競
争
力
強
化
緊
急
事
業
等
を
有
効
活
用
し
、

な
か
で
も
画
期
的
な
担
い
手
対
策
と
し
て
の
漁
船

リ
ー
ス
事
業
を
核
と
し
て
「
強
い
北
海
道
漁
業
の
確

立
」
に
向
け
た
基
盤
整
備
、
体
制
強
化
に
総
力
を
挙

げ
て
取
り
組
み
ま
す
。 

　
併
せ
て
漁
協
経
営
基
盤
の
強
化
に
向
け
た
指
導
教

育
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

　
以
上
の
通
り
本
道
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
生

産
か
ら
加
工
・
流
通
・
消
費
に
至
る
様
々
な
分
野
で

諸
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
本
会
は
指
導
・
経

済
連
合
会
と
し
て
、
浜
か
ら
の
付
託
に
応
え
、
将
来

と
も
に
魅
力
の
あ
る
北
海
道
漁
業
と
し
て
い
く
た
め
、

浜
と
の
連
携
を
強
化
し
、
組
織
を
挙
げ
て
各
種
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
本
道
漁
業
は
海
洋
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
水
産
資

源
の
多
く
が
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
ほ
か
、
漁

村
経
済
の
中
核
と
な
る
担
い
手
の
減
少
な
ど
、
諸
課

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。 

　
特
に
、
水
産
資
源
の
回
復
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

資
源
増
大
対
策
の
推
進
お
よ
び
本
道
漁
業
の
実
態
に

即
し
た
資
源
管
理
体
制
の
確
立
が
急
務
で
す
。 

　
一
方
、
昨
年
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
を
受
け
て
、
国

は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱
に
「
持
続
可
能
な
収
益
性

の
高
い
操
業
体
制
へ
の
転
換
」
を
掲
げ
、
水
産
業
競

③
漁
協
に
お
け
る
協
同
組
合
運
動
啓
発
活
動
促
進
の

た
め
の
支
援
（
啓
発
資
料
の
提
供
、講
師
斡
旋
等
）

（
5
）
指
導
教
育
部
門
の
機
能
強
化

①
相
談
機
能
充
実
の
た
め
の
地
区
別
指
導
体
制
の

継
続 

②
指
導
部
門
情
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　
海
獣
等
の
有
害
生
物
に
よ
る
漁
業
被
害
軽
減
に
向

け
た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
ほ
か
、
本
道
周
辺
海
域
に

お
け
る
漁
場
環
境
や
河
川
環
境
の
更
な
る
向
上
を
目
的

と
し
た
総
合
的
な
環
境
保
全
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
流
木
等
の
漂
着
物
処
理
対
策
に
つ
い
て
、

各
種
事
業
の
効
果
的
な
活
用
を
進
め
、
併
せ
て
漂
着

物
発
生
の
抑
制
対
策
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
な
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
洋
上
風
力
発
電
な
ど
各
種
エ
ネ
ル
ギ
ー

争
力
強
化
に
向
け
た
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。 

　
本
年
度
の
漁
政
対
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
こ

う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
外
部
環
境
に
左
右
さ
れ

な
い
本
道
漁
業
経
営
の
体
質
強
化
に
向
け
て
、
組
織

を
あ
げ
た
取
り
組
み
を
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

（
１
）
水
産
資
源
の
増
大
と
本
道
漁
業
の
実
態
に

即
し
た
資
源
管
理
体
制
の
確
立
に
向
け
た

取
り
組
み

①
海
洋
環
境
変
化
に
対
応
し
た
栽
培
漁
業
の
推
進

（
増
養
殖
施
設
の
整
備
、
種
苗
生
産
の
拡
充
、

技
術
開
発
の
促
進
等
）
に
向
け
た
取
り
組
み 

②
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
現
行
の
資
源
管

理
制
度
に
対
す
る
本
道
漁
業
の
実
態
に
即
し
た

資
源
管
理
体
制
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

（
ク
ロ
マ
グ
ロ
、
マ
ダ
ラ
等
） 

③
沿
岸
・
沖
底
と
の
全
道
・
地
域
毎
の
各
種
漁
業

者
実
践
協
議
会
の
開
催
等
、
資
源
に
見
合
っ
た

操
業
体
制
確
立
に
向
け
た
協
議
促
進 

④
組
織
的
密
漁
の
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化

（
2
）
漁
業
経
営
体
質
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

①
広
域
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
の
策
定
推
進
等
、
各

種
関
連
事
業
の
活
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み 

②
浜
の
担
い
手
漁
船
リ
ー
ス
緊
急
事
業
お
よ
び
機

器
・
生
産
設
備
導
入
事
業
等
に
係
る
本
道
漁
業

の
活
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み（
予
算
拡
充
・

導
入
要
件
見
直
し
等
） 

③
漁
業
収
入
安
定
対
策
お
よ
び
漁
業
コ
ス
ト
低
減

対
策
の
拡
充
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み 

④
資
源
回
復
を
目
指
す
漁
業
者
へ
の
経
営
支
援
制

度
お
よ
び
ト
ド
漁
業
被
害
の
救
済
に
向
け
た
経

営
支
援
制
度
構
築
へ
の
取
り
組
み 

⑤
環
境
変
動
に
対
応
し
た
有
害
生
物
（
ト
ド
・
ア

ザ
ラ
シ
・
オ
ッ
ト
セ
イ
等
海
獣
、
ク
ラ
ゲ
類
、

ザ
ラ
ボ
ヤ
）
の
漁
業
被
害
対
策
事
業
の
拡
充
強

化
お
よ
び
ヒ
ト
デ
漁
業
被
害
対
策
の
創
設
へ
の

取
り
組
み

（
3
） 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
に
伴
う
影
響
回
避
と
水

産
物
貿
易
自
由
化
問
題
へ
の
組
織
的
取
り

組
み

①
全
漁
連
・
水
貿
協
等
と
の
連
携
に
よ
る
関
税
削

減
、
即
時
〜
段
階
的
撤
廃
に
伴
う
影
響
に
対
す

る
中
長
期
の
支
援
対
策
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み 

②
今
後
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
国
拡
大
、Ｅ
Ｐ
Ａ
等
貿
易

自
由
化
促
進
の
動
き
か
ら
の
本
道
漁
業
へ
の
影

響
回
避
に
向
け
た
組
織
的
対
応

（
4
）
漁
村
の
活
性
化
、
多
面
的
機
能
発
揮
対
策

へ
の
取
り
組
み

①
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
の
さ
ら
な
る
事
業

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
（
活
動
組
織
の
新

設
お
よ
び
活
動
項
目
の
適
用
範
囲
拡
大
等
） 

②
自
主
的
な
地
域
活
動
に
対
す
る
「
漁
村
集
落
直

接
支
払
交
付
金
制
度
」
の
創
設
に
向
け
た
取
り

組
み

（
5
）
原
発
災
害
問
題
へ
の
浜
と
連
携
し
た
組
織

的
取
り
組
み

①
汚
染
水
問
題
を
含
め
た
適
切
な
福
島
原
発
管
理

体
制
実
現
に
向
け
た
運
動
展
開 

②
韓
国
輸
入
規
制
措
置
の
打
開
な
ど
、
風
評
被
害

の
早
期
払
拭
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み

（
6
）
水
産
物
流
通
・
加
工
・
消
費
対
策
の
強
化

に
向
け
た
取
り
組
み

①
北
海
道
の
実
態
を
踏
ま
え
た
産
地
流
通
・
加
工

対
策
支
援
制
度
の
拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み 

②
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
環
境
整
備
お
よ
び
高
度
衛
生
管
理

型
施
設
の
整
備
等
、
水
産
物
の
輸
出
促
進
に
向

け
た
支
援
制
度
の
拡
充
へ
の
取
り
組
み

　
漁
業
・
漁
協
経
営
を
巡
る
環
境
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
に
も
増
し
て
、
漁
協

を
核
と
し
、
協
同
組
合
精
神
に
根
差
し
た
結
束
力
の

（
３
）
漁
協
・
加
工
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
集
荷

体
制
の
強
化

【
消
費
地
対
策
】

（
１
）
道
ぎ
ょ
れ
ん
会
を
核
と
し
た
全
国
的
な
販

売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
の
拡
充
及
び
「
選
択

と
集
中
」
に
よ
る
組
織
的
な
取
り
組
み
の

更
な
る
強
化 

（
２
）
需
要
確
保
に
向
け
た
各
種
流
通
対
策
・
消

流
宣
伝
事
業
と
連
動
し
た
提
案
型
営
業
の

継
続
強
化

【
海
外
輸
出
対
策
】

（
１
）
海
外
取
引
先
と
の
更
な
る
組
織
的
取
り
組

み
の
強
化 

（
２
）
加
工
向
け
原
魚
と
活
・
生
鮮
及
び
高
次
加

工
品
の
輸
出
対
策
の
強
化

①
基
幹
魚
種
の
需
給
調
整
機
能
と
し
て
の
新
た
な

輸
出
先
の
確
保 

②
か
れ
い
・
ぶ
り
等
の
加
工
原
魚
と
し
て
の
新
た

な
輸
出
販
路
の
開
拓 

③「
北
海
道
」
ブ
ラ
ン
ド
が
定
着
し
て
い
る
東
南

ア
ジ
ア
へ
の
活
・
鮮
魚
介
類
や
高
次
加
工
品
等

の
輸
出
強
化
へ
の
対
応

（
３
）
円
滑
な
輸
出
促
進
の
た
め
の
国
内
環
境
整

備
に
向
け
た
行
政
へ
の
要
請
継
続

①
放
射
能
検
査
に
係
る
検
査
体
制
の
簡
素
化
と
迅
速
化 

②
活
・
鮮
魚
介
類
の
航
空
貨
物
の
荷
捌
き
、
通
関

体
制
等
の
整
備

（
４
）
国
・
道
の
支
援
を
含
め
た
国
別
・
品
目
別

戦
略
に
よ
る
海
外
市
場
開
拓
、
販
売
促
進

等
の
実
施

①
高
鮮
度
輸
送
試
験
及
び
高
次
加
工
品
の
輸
出
試

験
の
実
施

　
一
般
魚
種
の
水
揚
げ
減
少
、
魚
種
の
交
代
、
突
発

的
な
水
揚
げ
、
来
遊
時
期
の
ず
れ
込
み
等
、
海
洋
環

境
が
年
々
変
化
し
て
い
く
中
、
こ
れ
に
対
応
し
た
加

工
、
流
通
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
本
会
で
は
『
ぎ
ょ
れ
ん
鮮

魚
セ
ン
タ
ー
』
を
拠
点
と
し
、
鮮
魚
流
通
対
策
事
業

の
拡
充
に
取
り
組
み
、
系
統
鮮
魚
・
加
工
原
料
供
給

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
進
め
、
一
定
の
成
果
を
上

げ
て
き
ま
し
た
。 

　
今
年
度
も
引
き
続
き
浜
の
要
望
に
応
え
た
生
鮮
・

加
工
販
売
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
水
揚
げ
変
動

に
対
応
し
た
新
規
製
品
の
開
発
及
び
新
規
販
路
開
拓

を
含
め
た
製
品
販
売
力
を
強
化
し
、
魚
価
と
流
通
の

安
定
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
１
）
鮮
魚
事
業
形
態
別
対
策 

①
生
鮮
事
業

ア
．
産
地
集
荷
機
能
の
有
効
活
用
と
消
費
地
と

の
連
携
に
よ
る
日
配
鮮
魚
の
取
扱
強
化 

イ
．
集
中
水
揚
げ
時
や
価
格
下
落
時
の
的
確
な

対
応 

ウ
．
海
外
向
け
高
鮮
度
流
通
の
実
施
検
討

②
加
工
事
業

ア
．
活
〆
鮮
魚
の
加
工
や
ワ
ン
フ
ロ
ー
ズ
ン

製
品
等
付
加
価
値
の
高
い
製
品
づ
く
り 

イ
．
未
利
用
魚
種
の
有
効
活
用

③
冷
凍
事
業

ア
．
国
内
及
び
国
外
市
場
へ
の
新
規
販
路
開
拓 

イ
．
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
新
規
商
品
開

発

（
２
）
魚
種
別
対
策
の
継
続
強
化

① 

全
道
対
策
魚
種
（
か
れ
い
・
ぶ
り
等
）
と
地

域
の
基
幹
魚
種
（
ひ
ら
め
・
え
び
等
）
の
水
揚

状
況
に
即
応
し
た
対
策
の
推
進

（
３
）
漁
協
系
統
鮮
魚
取
扱
体
制
の
強
化

①
産
地
市
場
連
絡
会
議
で
の
情
報
共
有
等
に
基
づ

く
取
り
組
み
強
化

（
2
）
河
川
・
漁
場
環
境
保
全
対
策
の
継
続
強
化

【
工
事
濁
水
・
事
業
場
排
水
関
連
】

①
地
区
協
議
会
等
に
お
け
る
漁
場
環
境
お
よ
び
河

川
環
境
の
改
善
に
向
け
、
新
た
な
開
発
工
事
も

含
め
た
総
合
的
な
協
議
の
実
施 

②
地
区
パ
ト
ロ
ー
ル
に
お
け
る
河
川
・
農
業
関
連

工
事
や
事
業
場
及
び
鉄
道
や
高
規
格
道
路
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
工
事
の
現
場
調
査
実
施
等
に
よ
る

泥
土
砂
・
濁
水
流
出
防
止
と
湧
水
発
生
対
策
の

強
化

【
農
業
系
排
水
関
連
】

①
行
政
な
ら
び
に
農
業
関
係
団
体
と
の
対
策
協
議

に
よ
る
家
畜
排
せ
つ
物
対
策
の
強
化 

②
農
業
関
係
団
体
と
の
環
境
保
全
に
向
け
た
取
り

組
み
推
進

【
廃
棄
物
関
連
】

①
海
岸
漂
着
物
処
理
事
業
の
活
用
に
よ
る
流
木
・

漂
着
物
対
策
支
援
の
推
進
お
よ
び
流
木
発
生
の

抑
制
対
策
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み
推
進 

②
漁
業
系
廃
棄
物
・
残
渣
の
適
正
処
理
対
策
へ
の

支
援
と
廃
棄
物
の
有
効
利
用
に
向
け
た
研
究
開

発
に
関
す
る
取
り
組
み
対
応

【
海
洋
環
境
関
連
】

①
サ
ハ
リ
ン
で
の
原
油
開
発
に
お
け
る
油
流
出
事

故
未
然
防
止
対
策
の
推
進 

②
道
内
周
辺
を
往
来
す
る
タ
ン
カ
ー
等
の
航
行
に

お
け
る
安
全
確
保
の
要
請 

③
海
域
お
よ
び
河
川
に
お
け
る
油
流
出
事
故
の
対

応
方
法
や
防
除
体
制
の
整
備
強
化 

④
洋
上
風
力
発
電
な
ど
各
種
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に

関
す
る
漁
業
・
環
境
影
響
に
対
す
る
対
策
と
情

報
提
供

（
3
）
森
・
川
・
海
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
た
森

林
環
境
保
全
対
策
の
推
進

①
全
道
に
お
け
る
植
樹
活
動
の
実
態
に
対
応
し
た

活
動
の
見
直
し
と
方
向
付
に
向
け
た
組
織
的
協

議
の
実
施 

②「
お
魚
殖
や
す
植
樹
運
動
」
の
新
た
な
運
動
方

針
策
定
と
植
樹
活
動
の
意
義
を
広
く
浸
透
さ
せ

る
た
め
の
普
及
啓
発
の
継
続
推
進

　
昨
年
の
本
道
漁
業
生
産
量
は
１
０
０
万
ト
ン
台
を

維
持
し
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
減
少
傾
向
に
歯
止

め
が
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
水
揚
げ
減
少
に
よ
る
稼

働
不
足
と
原
料
価
格
の
高
騰
は
産
地
加
工
業
者
の
経

営
を
圧
迫
し
て
お
り
、業
者
数
も
減
少
の
一
途
を
辿
っ

て
い
ま
す
。
一
部
地
域
に
お
い
て
は
産
地
市
場
の
買

受
人
機
能
が
弱
体
化
す
る
な
ど
、
従
来
の
産
地
流
通

体
制
に
よ
る
荷
捌
き
に
も
限
界
が
見
え
始
め
て
い
ま

す
。

　
ま
た
水
産
物
の
消
費
環
境
に
お
い
て
は
、
人
口
の

減
少
に
加
え
、
魚
離
れ
現
象
が
高
齢
者
層
に
も
及
ぶ

な
ど
国
内
の
消
費
が
引
き
続
き
低
迷
す
る
中
、
海
外

の
水
産
物
需
要
が
増
加
を
続
け
る
「
二
極
化
」
の
構

図
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
世
界
経
済
の
動

向
に
不
透
明
感
が
あ
り
、
輸
出
変
動
要
因
の
見
極
め

が
一
層
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
よ
っ
て
、
重
要
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
な
っ
た
海
外
市
場

に
お
け
る
販
路
確
保
と
本
道
ブ
ラ
ン
ド
の
更
な
る
基

盤
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
基
本
で
あ

る
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
再
構
築
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、
本
年
度
に
お
い
て
も
、
道
産
水
産
物

の
流
通
安
定
化
の
た
め
に
、
各
種
流
通
対
策
・
消
流

宣
伝
事
業
と
の
連
動
に
よ
り
産
地
集
荷
体
制
及
び
販

売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
強
化
を
図
る
と
も
に
、

国
内
外
に
向
け
た
加
工
・
流
通
対
策
を
拡
充
強
化
し

て
い
く
も
の
と
し
ま
す
。

【
産
地
対
策
】

（
１
）
秋
鮭
・
ほ
た
て
等
の
基
幹
魚
種
対
策
の
継

続
と
鮮
魚
加
工
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

の
拡
充 

（
２
）
本
会
直
営
工
場
・
漁
協
工
場
・
提
携
工
場

等
の
安
定
的
な
稼
働
体
制
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
と
品
質
管
理
体
制
の
強
化 

強
い
組
織
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、
人
材
育
成

と
啓
発
活
動
を
継
続
・
強
化
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
漁
協
組
織
運
営
の
前
提
と
な
る

経
営
適
正
化
・
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

（
1
）
漁
協
経
営
改
善
指
導
の
推
進

①
経
営
健
全
化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
漁

協
に
対
す
る
漁
協
経
営
強
化
推
進
本
部
を
通
じ

た
重
点
的
指
導
・
支
援
の
継
続
実
施 

②
漁
協
に
お
け
る
内
部
監
査
実
施
に
向
け
た
取
り

組
み
支
援

（
2
）
漁
協
の
運
営
適
正
化
に
向
け
た
指
導
監
査

の
充
実
と
重
点
的
指
導

①
Ｊ
Ｆ
全
国
監
査
機
構
に
よ
る
指
導
監
査
並
び
に

改
善
指
導
の
継
続
実
施 

②
内
部
け
ん
制
機
能
強
化
に
向
け
た
重
点
的
指
導

の
継
続
実
施

（
3
）
教
育
研
修
活
動
の
充
実

①
全
道
漁
協
教
育
研
修
計
画
（
平
成
28
年
度
〜
30

年
度
）
に
基
づ
く
役
職
員
研
修
の
充
実 

②
漁
協
内
部
監
査
担
当
職
員
の
育
成
に
向
け
た
研

修
強
化 

（
4
）
人
材
育
成
対
策

①
漁
協
青
年
部
活
動
の
強
化
支
援
と
組
織
育
成 

②
全
道
協
力
組
織
（
漁
業
士
会
、職
員
協
議
会
等
）

の
事
業
活
動
を
通
じ
た
リ
ー
ダ
ー
育
成 

開
発
に
対
す
る
漁
場
環
境
影
響
に
つ
い
て
、
的
確
な

対
応
お
よ
び
情
報
提
供
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

（
1
）
有
害
生
物
漁
業
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業

の
推
進

①
国
の
補
助
事
業
な
ど
の
有
効
活
用
に
よ
る
漁
業

被
害
防
止
対
策
の
充
実
強
化

ア
．
ト
ド
駆
除
や
追
払
い
、
強
化
刺
し
網
等
の

導
入
に
よ
る
被
害
対
策
の
拡
充
に
向
け
た
取

り
組
み
強
化 

イ
．
ザ
ラ
ボ
ヤ
・
キ
タ
ミ
ズ
ク
ラ
ゲ
の
駆
除
及

び
処
理
対
策
事
業
の
推
進 

ウ
．
ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ
・
ゼ
ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ

に
よ
る
漁
業
被
害
軽
減
に
向
け
、
各
管
理
計

画
に
基
づ
い
た
対
策
の
実
施 

エ
．
オ
ッ
ト
セ
イ
漁
業
被
害
対
策
の
確
立
に
向

け
た
取
り
組
み
の
推
進

②
漁
業
者
ハ
ン
タ
ー
養
成
に
よ
る
駆
除
対
策
の
推
進

道民の森での植樹活動中国で行われたほたて販促の様子

販
売
事
業
に
つ
い
て

 

1
．
鮮
魚
流
通
対
策
事
業

ざ
ん   

さ
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講

　演
　

『
里
山
資
本
主
義

　
　
　日
本
経
済
は「
安
心
原
理
」で
動
く
』

　
　
藻
谷
さ
ん
は
、
多
く
の
市
町
村
が
合
併
し
た
「
平
成

の
大
合
併
」
以
前
の
国
内
３
，
２
０
０
市
町
村
を
、
全

て
訪
問
し
た
経
験
を
持
ち
ま
す
。

　
そ
こ
で
見
聞
き
し
た
経
験
と
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て

い
る
人
口
統
計
デ
ー
タ
を
重
ね
あ
わ
せ
、
今
回
の
講
演

で
は
、
主
に
「
東
京
」、「
札
幌
」、「
札
幌
以
外
の
道
内

市
町
村
」
を
対
象
と
し
た
デ
ー
タ
を
示
し
、
高
齢
化
社

会
に
突
入
し
た
日
本
の
市
町
村
が
抱
え
る
問
題
を
、
人

口
の
切
り
口
か
ら
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。

現
実
を
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
と
ら
え
て
い
ま
せ

ん
か
？

　
上
の
ク
イ
ズ
の
答
え
は
、
皆
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
と

ど
れ
く
ら
い
一
致
し
て
い
た
で
し
ょ
う
か
？
「
札
幌

は
人
口
が
集
中
し
て
い
る
か
ら
、
現
役
世
代
が
増
え

て
い
る
だ
ろ
う
」
と
考
え
た
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

　
実
は
、「
札
幌
市
以
外
の
地
域
」
も
「
札
幌
市
」

の
ど
ち
ら
も
現
役
世
代
は
減
少
し
、
高
齢
者
が
増

え
続
け
て
い
ま
す
。
人
口
が
集
中
す
る
東
京
も
同

様
で
、
現
役
世
代
の
人
口
は
横
ば
い
の
ま
ま
、
65

歳
以
上
は
12
％
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
の

ペ
ー
ス
で
人
口
減
少
が
進
む
と
、「
札
幌
市
以
外

の
北
海
道
」
で
は
50
年
少
々
で
人
口
が
ゼ
ロ
に

な
っ
て
し
ま
う
計
算
と
な
り
ま
す
。
現
実
は
想
像

以
上
に
危
機
的
な
状
況
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

れ
を
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
き
ち
ん
と
数
字
で
と

ら
え
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。

藻谷　浩介さん

「
マ
ネ
ー
資
本
主
義
」に
代
わ
る

　「
里
山
資
本
主
義
」で
地
域
が
真
の
活
性
化

　
こ
れ
ら
の
人
口
統
計
デ
ー
タ
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、

経
済
的
な
利
便
性
ば
か
り
を
求
め
る
従
来
の
や
り
方
で

は
人
口
は
増
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
方
、
経
済

的
な
利
便
性
が
悪
い
と
さ
れ
る
地
域
で
も
、
若
者
が
地

域
に
残
り
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
、
人
口
を
維
持
し
続
け

て
い
る
町
（
村
）
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
町
で
は
、

お
金
に
な
ら
な
い
価
値
も
重
視
し
な
が
ら
地
域
の
中
で

経
済
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
循
環
さ
せ
る
方
法
を
取
っ
て
い

ま
す
。
私
は
そ
れ
を
「
里
山
資
本
主
義
」
と
呼
び
、
従

来
の
「
マ
ネ
ー
資
本
主
義
」と
は
対
極
を
な
す
真
の
地
域

活
性
化
の
方
法
（
左
図
）
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
分

が
住
む
地
域
で
出
来
る
こ
と
を
真
剣
に
考
え
る
こ
と
で
、

人
口
減
少
の
状
況
は
変
え
ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
地
域

で
も
、
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
３
月
4
日（
金
）、札
幌
の
第
２
水
産
ビ
ル
に
お
い
て
、ぎ
ょ
れ
ん
と
信
漁
連
の
共
催
に
よ
る「
平
成
２７
年
度
全

道
漁
協
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。全
道
の
漁
協
組
合
長
や
専
務
・
参
事
１
３
３
名
が
参
加
し
、地

域
振
興
や
人
口
成
熟
問
題
に
詳
し
い
藻
谷
浩
介
さ
ん
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平成２７年度
全道漁協トップセミナーが開催されました

平成27年度 全道漁協トップセミナー

多くの人口統計データをもとに、参加者にクイズ形式
で問いかけながら、講演は進められました

左
の
①
〜
⑨
に
当
て
は
ま
る
数
字
を
、皆
さ
ん
も
一
緒
に

お
考
え
く
だ
さ
い
。皆
さ
ん
が
考
え
る
人
口
の
イ
メ
ー

ジ
は
、現
実
と
合
っ
て
い
ま
す
か
？

●
現
職

㈱
日
本
総
合
研
究
所
　
首
席
研
究
員

㈱
日
本
政
策
投
資
銀
行  

地
域
部
　
特
任
顧
問

　　
１
９
６
４
年
、山
口
県
周
南
市（
旧
徳
山
市
）生

ま
れ
、51
歳
。東
京
大
学
法
学
部
私
法
コ
ー
ス
を
卒

業
後
、米
国
Ｎ
Ｙ
市
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
経
営
大
学
院

を
卒
業（
経
営
学
修
士
＝
M
B
A
）。１
９
８
８
年
、

日
本
開
発
銀
行（
現
㈱
日
本
政
策
投
資
銀
行
）に

入
行
し
、２
０
１
１
年
末
ま
で
正
職
員
と
し
て
勤
務
。

　
平
成
合
併
前
の
３
，２
０
０
市
町
村
の
全
て
と
海

外
72
か
国
を
ほ
ぼ
私
費
で
訪
問
し
、地
域
特
性
を

多
面
的
に
把
握
。２
０
０
０
年
頃
よ
り
、地
域
振
興

や
人
口
成
熟
問
題
に
関
し
積
極
的
に
研
究
・
著
作
・

講
演
を
行
う
。２
０
１
２
年
よ
り
現
職
。

●
主
な
著
書

　「
里
山
資
本
主
義
」　（
２
０
１
３
年
）

　「
し
な
や
か
な
日
本
列
島
の
つ
く
り
か
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
２
０
１
４
年
）

藻
谷
浩
介
さ
ん
紹
介

【
講
演
内
容
・
抜
粋
】 

講
演
は
、各
種
人
口
統
計
資
料
を
も
と
に

ク
イ
ズ
形
式
で
、進
め
ら
れ
ま
し
た
。

札幌市以外の北海道で最近起きていること
（2010年3月末→2015年年始の日本人の数の変化、住民票ベース）
総人口：2010年3月31日→2015年1月1日△14.7万人

0～14歳人口の増減：
10年度末 44万人→15年始

「里山資本主義」的地域活性化を
①安さでは勝負せず高品質の商品で外貨獲得：

△9％40万人 △4.1万人
↓絶対数 ↓増減

15～64歳人口の増減：
10年度末223万人→15年始 △9％40万人 △4.1万人

↓絶対数 ↓増減

65歳以上の人口：
10年度末 96万人→15年始 △9％40万人 △4.1万人

↓絶対数 ↓増減

↑その中の75歳以上の人口：
10年度末047万人→15年始 △9％40万人 △4.1万人

↓絶対数 ↓増減

札幌市で最近起きていること

「札幌市以外の北海道」の答え

このままの推移では、50年少々で
現役世代がゼロ、120年弱で人口がゼロに。

（2010年3月末→2015年年始の日本人の数の変化、住民票ベース）
総人口：2010年3月31日→2015年1月1日+3.5万人

0～14歳人口の増減：
10年度末 23万人→15年始 △1％22万人 △0.3万人

↓絶対数 ↓増減

15～64歳人口の増減：
10年度末128万人→15年始 △9％40万人 △4.1万人

↓絶対数 ↓増減

65歳以上の人口：
10年度末 38万人→15年始 △9％40万人 △4.1万人

↓絶対数 ↓増減

↑その中の75歳以上の人口：
10年度末018万人→15年始 △9％40万人 △4.1万人

↓絶対数 ↓増減

15～64歳人口
①203万人　②△20.1万人　③△9％
65歳以上の人口
④105万人　⑤＋9.3万人　  ⑥＋10％
その中の75歳以上の人口
⑦53万人　  ⑧＋5.6万人　  ⑨＋12％

「札幌市」の答え

このままの推移では、
140年で現役世代がゼロに。

15～64歳人口
①124万人　②△4.3万人　  ③△3％
65歳以上の人口
④46万人　  ⑤＋8.0万人　  ⑥＋21％
その中の75歳以上の人口
⑦21万人　  ⑧＋3.6万人　  ⑨＋21％

当地独自の生活文化に支えられた、ハイセンス・少量・
高単価の「地域ブランド商品」「生活文化観光」で外か
ら稼ぐ（＝「いま」「ここ」にしかないものを売る）。

②お金と遊休資産をもっと地域内でぐるぐる回す：
地域内産の食材、建材、人材の質を上げて地元で使い
倒し、未就労女性や障碍者を雇用し、時短で「時給」を
高め、兼業を奨励し、空き不動産は安く賃貸する。

③省エネ・新エネ投資でエネルギー代を大幅削減：
建物の改築・断熱改修を進めて大幅な省エネを実現。
建材にはなるべく地元産材を使い、木屑を燃料利用。
小水力・風力・地中熱・廃油・廃熱を余さず使う。

① ② ③％

④ ⑤ ⑥％

⑦ ⑧ ⑨％

① ② ③％

④ ⑤ ⑥％

⑦ ⑧ ⑨％
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　「浜の家族物語」では、「なみまるくん」の表紙に
登場いただいたご家族を紹介します。今回は、苫小
牧漁協の山下さんご一家です。
  
父に憧れ漁師に
　
　春のまがれい刺網漁、夏の毛がに籠漁、秋の秋鮭
定置網漁、冬の助宗漁にほっき漁と年間を通して忙
しい日々の続く博史さん。漁業をする父 博徳さんの
背中に憧れ、「小学校の卒業アルバムにも将来の夢は
漁師と書いていたんですよ」と笑顔で教えてくれま
した。その頃から仕事を手伝い、19歳から漁師とな
り11年。博徳さんの亡くなった今は自分の船を持ち、
2人の乗組員と共に海に出ています。
　博史さんは2年前から苫小牧漁協青年部の部長を務
めています。同時に共済推進副委員長や、部会の役
員なども務めており、組合活動に大忙し。「今、うち
の青年部員はやる気がある人が多いんです。色々な
事業を始めたり、とても活発に活動できています」
と話します。うにの種苗放流や博史さん自らも船を
出して行う港内のヒトデ駆除のほか、2年目となった
朝市では直接消費者へ地元の水産物を売り込むなど、
積極的に活動を行っています。 

漁師にも、アイスホッケーにも興味を
持ってもらいたい
　　
　実家は利尻島で昆布漁をしているという沙代子さ
ん。博史さんも獲っている、苫小牧の名産　ほっき
は「貝の口が固くて、全然刃が入らないんです」と
話し、剥き方を練習したと教えてくれました。
　2歳になったばかりの航史郎くんはトミカが大好き。
沙代子さんは「甘いものが好きなところがパパと似
ています」と笑います。
　ほっきと並んでアイスホッケーが有名な苫小牧。
博史さんも例にもれず経験者です。「最近はあまり
行ってないですね」と話しますが、先日航史郎君の
ためアイスホッケーのおもちゃ
を購入しました。「将来は漁師
になってほしいけど、アイス
ホッケーにも興味を持ってもら
えればいいな」とはにかみます。
　夏には家族が増える予定の山
下家。「落ち着いたら利尻に行
きたいですね。俺はしばらく行
けてないんです」と話してくれ
ました。

苫小牧漁協 山下さんご家族
やま した

家 族
物 語浜の

今月の

表紙に登場いただいたご家族を紹介いたします。

【山下さんご一家】　山下博史さん（30歳）、沙代子さん（30歳）、航史郎くん（2歳） ※博史さんの母・真紀子さんと共に。
こうしろうひろふみやました さ  よ  こ
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　次のクロスワードを完成させ、○印に当たる言葉をうまく並べて
ください。4月は新しい出会いの季節。新生活が始まる方も多いのでは
ないでしょうか。北海道はまだ寒いですが、新一年生が元気いっぱいで
登校する姿を見ると、春の訪れを感じますね。

くわしい応募方法は、１７ページをご覧ください。
抽選で５名様に図書カードをプレゼントします。

解 答 となります。

間違いは6つです。

※答えは17ページにあります。

朝なら元気良く「おはよう！」
じゃんけんでグーとグーの状態
級友を作る場所、学級のこと
タワーを日本語で
北海道のブランド米「○○○397」
小・中・高・大などがある
凱旋○○、浅草寺雷○○、桜田○○
賢いとここが良いと言われる
船の製造、修理などを行う施設
丈の短い○○スカート
物を買うことができる場所
平家物語の伴奏に使う楽器
カッパが力を発揮できない場所
絹のこと
書写とも言う文字の練習
サイは鼻の上に生えている

①
④
⑦
⑨
⑩
⑫
⑭
⑮
⑯
⑰
⑲
⑳
㉒
㉔
㉖
㉘

○印に当たる言葉を
うまく並べてください。

3月号の解答と当選者
オヒナサマ

クロスワードパズル

間違い
さがし

※右と左の絵には、6ヵ所の異
なるところがあります。
　さあ、見つけてください。
　（印刷のズレや汚れは関係
ありません。）

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ コ の カ ギ

ブレイクタイム Break Time

①
②
③
⑤
⑥
⑧
⑪
⑬
⑮
⑱
⑲
㉑
㉓
㉕
㉗

海のフォアグラとも呼ぶアンコウの肝臓
咲いたらお花見に出かけよう
図々しいと「○○の皮が厚い」と言われる
兄弟姉妹の子供同士
四つ葉のクローバーを見つけると訪れる
透明人間はこれが見えない
小学校１年生が背負っているのはピッカピカ
ちょっとした酒の肴
眠くなるとこれが出る
寺院の山門に立つ２体の○○○像
足踏みや電動がある裁縫用器機
漉いて作る日本の紙
馬鹿力が出る場所
外に出るときに履くもの
○○と希望で胸がふくらむ新入生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

平野　亮子さん
小野　聖子さん
小倉　陽子さん
川瀬　留美さん
一橋　孝二さん

利 尻 町
釧 路 市
島 牧 村
奥 尻 町
利尻富士町

1 2 6

14

17

13

23

1211

87 9

10

43 5

18

2219

24 25 26 27

28

15

16

20 21

1 2

6

14

17

13

23

12

118

7

9 10

43 5

18

22

19

24 25

15 16

20 21

ヒ
ンオキ ーシ

モ ナリ セモ ト
ハカ

シ ル
ス

ヤ ノ ンチ
ツ

ナツ
トハク

ロ
イ マ
シ

キカ
ク ツ サ マタ
シ マ シン

オ
デ

ボ コツナ タ

す

入
学

  

お
め
で
と
う

入
学

  

お
め
で
と
う

入
学

  

お
め
で
と
う
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は
じ
め
に
、
最
新
の
石
油
情

勢
に
つ
い
て
情
報
提
供
さ
れ
た

後
、
漁
協
系
統
仕
入
れ
力
の
強

化
、
燃
油
施
設
管
理
体
制
の
強

化
、
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
事
業

推
進
と
品
目
別
対
策
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
漁
協
担
当
者
皆

様
へ
一
層
の
協
力
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。
続
い
て
南
か
や
べ
漁

協
成
田
事
業
課
長
に
よ
る
、
平

成
27
年
度
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材

海
外
メ
ー
カ
ー
視
察
報
告
が
あ

り
、
ベ
ト
ナ
ム
や
タ
イ
の
資
材

製
造
工
場
で
の
作
業
状
況
や
製

品
管
理
、
現
地
工
場
担
当
者
と

の
意
見
交
換
会
な
ど
に
つ
い
て

全道漁協購買事業推進会議が開催

　3月11日（金）、ロイトン札幌にて、全道の漁協購買担当者とぎょれん及び購買関連会社が
参加して、「平成27年度全道漁協購買事業推進会議」が開催されました。
　会議ではぎょれん購買部による「ぎょれん購買事業 平成28年度基本方針及び推進内容」の
説明に加え、系統ブランド資材海外メーカー視察報告、WEBを利用した燃油免税処理説明や
新規取扱い機器などの紹介が行われました。

　
初
の
試
み
と
な
っ
た
研
修
会
で

は
、
国
内
有
数
の
定
置
網
専
門
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
ホ
ク
モ
ウ
㈱
大
村
チ
ー

フ
に
よ
る
「
定
置
網
」
に
つ
い
て
の

講
演
が
あ
り
、
定
置
網
の
歴
史
、
動

画
を
駆
使
し
た
設
置
作
業
、
Ｃ
Ｇ
に

よ
る
海
中
で
の
魚
群
の
移
動
、
定
置

網
漁
の
優
れ
た
特
性
な
ど
、
専
門
メ

ー
カ
ー
な
ら
で
は
の
資
料
、
映
像
を

用
い
た
講
演
に
、
参
加
者
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

最新の石油情勢を説明する、ぎょれん阿
部購買部長

海外メーカー視察の報告をする、南かや
べ漁協、成田事業課長

ベトナムのほたて養殖籠工場を視察

研
修
会

展示商品を見ながら商談中の関係者

CG映像を用いて定置網の歴史を紹介する、
ホクモウ㈱、大村チーフ

「高性能ホタテ穴あけ機」について説明する澤口
担当職員

内部構造もわかるように展示された大型プラスチック
パレット

タイの刺網工場で関係者と意見交換タイのニットウセイモウグローバル社前
にて記念撮影

　
引
き
続
き
ぎ
ょ
れ
ん
折
戸
次
長
か
ら
、
漁
協
が

担
う
軽
油
免
税
券
申
請
事
務
を
軽
減
す
る
こ
と
を

目
的
に
ぎ
ょ
れ
ん
が
開
発
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ソ
フ
ト

が
紹
介
さ
れ
、
利
用
者
の
募
集
が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
議
の
終
わ
り
は
新
製
品
の
紹
介
。
高
性
能
機

能
を
誇
る
ほ
た
て
穴
あ
け
機
Ｇ
Ｍ
ー

１
６
０
、
国

内
大
手
メ
ー
カ
ー
の
協
力
を
得
て
、
昨
年
か
ら
販

売
を
開
始
し
た
日
本
初
の
大
型
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク

パ
レ
ッ
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は
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場
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で
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て
い
る
商
品
を
前
に
、
商
談
が
進
む
な
ど
担

当
者
の
関
心
を
集
め
て
い
ま
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た
。

報
告
。「
来
年
度
は
海
外
研
修

３
か
年
計
画
の
最
後
の
年
と
な

る
の
で
、
ま
だ
の
方
は
是
非
参

加
を
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

会場後方に展示された系統ブランド資材の数々
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02全道各地で地区漁青連大会が開催されています

胆振・留萌の青年部で５０周年記念大会が開催
　2月から3月にかけ、漁協青年部員相互の研鑽に努める地
区大会が各地で開催されています。
　今回が50回記念大会となった胆振地区漁青連大会では3
月12日（土）洞爺湖温泉にて、STVラジオの工藤準基さん
を講師に招き、講演が行われました。同時に各漁協青年部が
日頃の活動について紹介し、互いの活動の参考としました。
同じく50回記念大会が行われた留萌地区では、2月19日
（金）に増毛町で、道内の各地区会長を招いて、留萌地区漁
青連の前会長櫛引一也さんの講演が行われるなど、盛大に開
催されました。
　両地区漁青連とも50周年を迎え、今後の活動の充実に向
けて気持ちを新たにする機会となったようです。

03甘えびとほたてのスープカレーが体の中から温めます　

雪まつりの大雪像を作る作業員へ
スープカレーをふるまいました　
　1月21日（木）、さっぽろ雪まつり大通公園会場で、雪像
を作る自衛隊やボランティアなど関係者へ、北るもい漁協
が提供した甘えびとほたてを使用したスープカレー300食
がふるまわれました。札幌の有名店「らっきょ」がこの日
のために準備したスープカレーは、甘えびスープがたっぷ
り使用されたマイルドな辛さの特別メニュー。甘えびとほ
たてがごろごろ入った熱々のカレーは、午前中の作業で芯
から冷え切った関係者をお腹の中から温めました。雪がち
らつき、時折強い風が吹く中、雪像づくりの参加者はおい
しいカレーで作業への英気を養いました。

トッピングに甘えびの素揚げが乗ったカレーは大好評。
おかわりに来る方も　

落石地区マリンビジョン協議会が大賞を受賞した第７回
表彰式の様子

ぎょれん職員も参加してカレーを配りました

01宗谷管内のさけます増殖河川の状況を報告

河川と水環境の保全に関する意見交換会が開催されました
　3月15日（火）、農業関係団体や道関係部を交えての河川と
水環境の保全に関する意見交換会が開催されました。宗谷漁
協より管内を流れる増幌川における秋鮭の回帰と河川環境に
ついての現状報告があり、特に増幌川河口近くの漁場では、
平成19年以降秋鮭の水揚が殆ど無い状態で、回帰率も全道
平均よりも大幅に下回っており、水質調査によるデータ解析
ではアンモニアなどの項目が基準値を大幅に超過していると
の説明がありました。これらの要因について、家畜排せつ物
の周辺酪農施設からの流出や、草地への散布などの深い関わりが指摘されています。
　出席した農業関係団体より、酪農施設の戸別巡回調査の実施など改善に向けた取り組みの説明が
あったほか、稚内市を通じて農協、漁協とで協議を行なっていく動きにあるとのことであり、意見交
換会を通じて、それぞれの関係が醸成していくことが望まれます。

「わが村は美しく―北海道」運動第８回コンクールの募集が
始まります
　北海道開発局では、道内の農林水産業の生産活動によっ
てもたらされる「景観」や「地域特産物」、「人の交流」等
を調和させ、地域を活性化させている団体を表彰する、
「わが村は美しくー北海道」運動を展開しています。これ
まで、歯舞地区マリンビジョン協議会（第4回）が地域特
産物部門金賞、落石地区マリンビジョン協議会（第7回）
が大賞を受賞したほか、漁協女性部、部会なども各賞を受
賞しています。
　今回の募集開始は３月中旬から。
　詳細は「わが村は美しく―北海道」運動ホームページ
（http://www.hkd.mlit.go.jp/zigyoka/z_nogyo/wagamura/）
をご確認下さい。（募集要項の掲載は３月中旬より）

入賞作品は２０１７年ぎょれんカレンダーに採用！
「海の四季 フォトコンテスト」を開催します
　ぎょれんでは、昨年に続き「北海道の海・浜・港の四季を感じる風景写
真」を広く募集する「海の四季フォトコンテスト」を開催いたします。入賞
作品（6点）は「2017年ぎょれんカレンダー」に採用するほか、その応募
者には海の幸セットをプレゼントします。
　応募受付は9月5日まで。応募方法等の詳細は、本誌に折り込んでいる応募
チラシをご覧ください。たくさんのご応募をお待ちしています！
※カレンダーとして印刷するため、大きめの画像データサイズを推奨しています。
　詳しい推奨サイズ等はチラシをご覧ください。

身近な写真愛好家にもお声掛けください。
たくさんのご応募をお待ちしています！

河川状況の改善を目指して、積極的な意見の交
換が行われました

５０周年を記念して鏡開きが行われた胆振地区漁青
連（上）と、集合写真を撮影した留萌地区漁青連（下）
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　ぎょれんでは、漁協運営に必要な知識、時代の変化に対応した専門知識の習得を目的として、「全道漁
協教育研修計画」を作成し、漁協役職員に対する各種研修を実施しています。
　本誌では今月と来月の2回に渡り、平成28年度の研修内容をお伝えします。
　今月お伝えする「全道研修」は漁協役職員の「スキルアップ（知識・技能の向上）」を目的としていま
す。研修への積極的なご参加をよろしくお願いいたします。

一人ひとりの研鑽が、浜の力を高めます。

ご参加ください！

4月  全道漁協 新採用職員研修会（札幌）カッコ内は開催場所です。

新採用職員としての基礎的知識の習得と、団体生活によるチーム
ワーク、協同組合精神の大切さを学びます。

【研修科目】　
1．漁協のあらまし（組織と関係法規）、2．社会人としてのマ
ナーと職場のルール、3．市場見学と系統訪問 等
　

7月  全道漁協 職員（一般職員）研修会（札幌）
漁協勤務経験１年以上の一般職員を対象とし、漁協実務の中核と
なるべき職員としての資質の向上と実務知識の習得を図ります。

【研修科目】　
1．協同組合論、2．漁協実務の中核となるべき職員に求められ
るもの（コンプライアンス含）、3．漁業法、水協法のあらまし 等
　

7月  全道漁協 部課長研修会（札幌）
漁協の幹部職員としての資質の向上と管理者としての自覚を養成
します。

【研修科目】　
1．管理者としての立場と役割（コンプライアンス含）、2．経営
管理、3．経済社会情勢、4．協同組合運動の推進 等
　

11月  全道漁協 専務参事会研修会（札幌）※写真は一番上

現下の厳しい漁業情勢に対応するため、経営実務責任者としての
識見の向上と経営管理実務の修得を図ります。

【研修科目】講演会、質疑等

２月  全道漁協 新任役員（理事・監事）研修会（札幌）
※今年度は新たな試みとして、７月にも２日間の短縮コースにて実施しますのでご参加ください。

漁協新任役員（就任1年目）を対象に3日間に渡り実施しています。理事には、現下の厳しい漁業情勢
を把握し得る経営感覚と、執行者として職務遂行上必要な知識の修得を目的に、監事には、監事の職
責、監査実施上必要な基礎的知識の修得を目的としています。

【研修科目】漁業情勢、協同組合論、水協法、漁協財務、コンプライアンス等　
漁協役員を対象とした研修は、この他に、地域毎に行う「ブロック別研修」「地区専務参事会研修会」「地区
監事研修会」や、「全道トップセミナー（本誌p8にて特集）」を毎年実施しています。

※写真は全て平成27年度に実施した際の様子です。

漁協教育研修 （前編）ー全道研修についてー

新採用職員研修会

職員（一般職員）研修会

部課長研修会
（昨年は、「管理者研修会」として実施）
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　当管内は3月25日よりほたて稚貝の
出荷が始まり、かれい漁も好調な滑り
出しを見せるなど、春漁が本格化して
います。
 また、えび篭漁も休漁から明けて、当
管内を代表するえび・たこ・ほたて・か
れいの水揚げが順調に行われ、各浜も
賑わう時期になってきました。春の訪
れと共に賑わう春漁が大漁であるこ
とを祈念しています。

　オホーツク海地区では3月15日よ
り、毛がに籠漁・ほたて漁が始まりまし
た。毛がに漁は、籠入・水揚げとも順調
に進み、早いスタートを切ることがで
きました。数日間の動向をみると、前
年に比べ高値で推移しています。また
日本海地区では、なまこ漁が始まり、
今後の価格推移に注目が集まってい
ます。春を迎え浜は活気づいています
が、安全操業で豊漁となることを願っ
ています。

　4月に入りオホーツクも徐々に春め
いてきており、本格的な海明けを迎え
ようとしています。3月中旬からは紋
別・網走の底曳網漁、ほたての漁場造
成や毛がに漁もスタートしており、浜
では賑わいをみせています。今後は刺
網漁等も始まり春漁が本格化してい
きますが、安全操業と大漁を心より祈
願しています。

　例年2月末から3月にかけて切り上
げ始める羅臼漁協の刺網船ですが、今
年は3月に入っても助宗だらの漁が続
き、中旬時点で昨年を5割以上超える
水揚げとなっており、浜値はｋ＠130～
100処で推移しています。また月の後
半からはにしんの漁がまとまり始め、
管内合計で20tを超える水揚げがある
日もあります。寒さも幾分和らいでき
ましたが、今後とも関係者の皆様の健
康と安全な操業を願っています。

　3月上旬、今年度最後となる成昆布
値決会が行われ、前回と同値で妥結し
ました。今年度の昆布生産量は、天候
不順等の影響を受け昨年を下回る見
込みです。魚種別の水揚げ状況では、
厚岸・散布におけるにしん漁が引き続
き好調で、1月からの水揚げ累計は3
月中旬に1,000tを超えました。一方、
4月以降、白糠から浜中にかけて、灯
台つぶ漁が順次解禁となります。さら
に、以西船による春鮭鱒漁も控えてお
り、霧がかる日が増えてきた釧路の春
は目前です。

　3月に入り、管内ではつぶ籠漁、えび
籠漁が始まりました。時化等が続き、
思うような操業はできていませんが、
浜値については、前年並みを推移して
います。貝類の中では、昨年に続き、
今年も毛つぶが高値を推移しており、
春漁に向けて今後の水揚げに期待し
たいところです。日が長くなり、春がす
ぐそこまで来ていますが、安全操業と
大漁を願っています。

　今シーズンの管内助宗だら刺網漁
が2月27日を以て終漁しました。累計
水揚げ数量は約18,000t、昨年対比は
8 3 ％ でした が 、浜 値 は 終 盤 ま で
k@100～80処と高値で推移しまし
た。管内養殖ほたても水揚げ終盤を迎
えており、現在の日産水揚げ数量は約
250tとなっています。また、3月1日か
らはえび籠漁が始まり、混獲で水揚げ
される柳たこはk@400処と昨年同期
よりk@20ほど高値で推移していま
す。生産者の方々の安全操業・豊漁を
祈願しています。

　松前地区では、やりいか漁が最盛期
を迎えています。今年はここ数年に比
べ、水揚げが増加しています。（3月22
日付 今年：約350t、去年：約65t）やり
いかの主な漁法は定置網漁と電光敷
き網漁があります。定置網漁とは魚の
習性を利用して、魚が集まる場所に網
を設置し、入網した魚を捕る漁法で
す。一方の電光式網漁とは、棒受け漁
の一種であり、光に集まる習性を利用
し、集まったいかを網ですくい揚げる
漁法です。今が旬のやりいかは甘みが
あり身が薄く、柔らかいのが特徴なの
で、刺身や煮つけなどにしてみてはい
かがでしょうか。

　今年は昨年より積雪量が多い冬で
したが、ここにきて暖かい日が多くな
り、春を感じさせる日々が続いていま
す。ひやま地区の春漁といえばさくら
ますです。主に一本釣りと定置で水
揚げされ、3月～5月まで漁が行われ
ます。さくらますの身は雪解け水によ
り身が引き締まっており、脂ののりが
良いのが特徴です。塩焼きはもちろ
ん、ムニエルなどにもピッタリです。

大漁
祈願！ 　冬漁を彩った真だら、助宗だら、にし

ん漁も徐々に各地で切り上げを迎え
ています。いずれの魚種も昨年同時期
より漁獲量が伸長し、一年の始まりを
代表する各魚種が好調のまま終わる
形となりました。入れ替わるようにか
れい刺網、ほたて半成貝の出荷が各
地で開始され、雪解けと共に春の訪れ
が感じられるようになりました。4月か
らは石狩湾沿岸でほたて稚貝の出荷
が本格化し、今年も夜明け前から浜に
活気が溢れる季節がやってきます。
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皆様からのお便り、写真、イラスト
をお待ちしています！
次の①～③を明記の上、ご応募ください。抽選
で５名様に図書カードをプレゼントします。

①なみまるおたより箱への投稿（お便り、写真、
イラスト等）や、広報なみまるくん4月号への
感想・ご意見など（※150字程度まで）

　②11ページのクロスワードの答え
　③住所・氏名・年齢・電話番号

※「なみまるおたより箱」には①からご紹介します。ご応募いた
だいた方の個人情報は、図書カード進呈や、お便り、写真、
イラスト等の掲載（氏名、年齢、市町村名）にのみ使用いた
します。写真やイラストは、返却できませんのでご了承ください。

編集部からのお知らせ

〈宛先〉 4月18日までにお送りください。　
（郵便） 〒060-0003
　　　 札幌市中央区北３条西７丁目１番地
　　　 北海道ぎょれん 営業企画部 広報担当

（ＦＡＸ） 011（271）0843
（電子メール） info@gyoren.or.jp
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事
に
な
っ
て
い
ま
す
。な
み
ま
る
く
ん
　

さ
よ
う
な
ら

（
岡
山
県
　
津
内
洋
史
・
千
菊
さ
ん
）

春
漁
業
の
豊
漁
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

（
島
牧
村
　
泉
谷
泰
三
さ
ん
　
88
歳
）

今
年
の
雪
は
少
な
い
よ
う
で
す
が
、沖
は

時
化
て
ば
か
り
で
、毎
日
陸
の
仕
事
ば
か

り
で
す
。早
く
春
に
な
り
、凪
の
日
が
多
く

な
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

（
利
尻
富
士
町
　
一
橋
孝
二
さ
ん
　
56
歳
）

今
年
の
冬
は
雪
の
量
が
少
な
か
っ
た
の
で
、

い
つ
も
よ
り
も
早
い
春
の
訪
れ
が
嬉
し
い

で
す
ね
。

（
札
幌
市
　
橋
本
光
江
さ
ん
）

　職
場
の
友
人
の
勧
め
で
、先
日「
上
方

落
語
」を
聞
き
に
出
か
け
ま
し
た
。席
料

は
二
千
円
。テ
レ
ビ
で
見
る
よ
う
な
有
名

人
で
は
な
く
、さ
し
て
期
待
も
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、さ
す
が
プ
ロ
の
話
芸
。感

服
し
ま
し
た
。昔
は
芸
を
見
て
か
ら
お
客

が
お
金
を
払
う
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
の
で
、ど

ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
お
客
を
満
足
さ
せ

な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
と
か
。そ
の
思
い

が
伝
わ
っ
て
く
る
熱
演
で
し
た
。「
お
金
を

払
っ
て
で
も
読
み
た
い
」と
思
わ
れ
る
広

報
誌
づ
く
り
を
目
標
に
や
っ
て
き
ま
し
た

が
、ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
す
。
　

   

（
阿
部
）

　　札
幌
で
は
雪
も
少
な
く
な
り
、本
州
か

ら
は
桜
の
便
り
が
届
き
始
め
ま
し
た
。ず

い
ぶ
ん
暖
か
く
な
っ
て
き
た
と
油
断
し
て

い
た
ら
、突
然
寒
い
日
が
続
き
、喉
に
違
和

感
が…

。三
寒
四
温
と
は
言
い
ま
す
が
、

本
格
的
な
春
ま
で
は
ま
だ
し
ば
ら
く
か
か

り
そ
う
で
す
。皆
様
も
体
調
に
は
お
気
を

付
け
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　

 

（
矢
幡
）

編
集
後
記

す
す

か
み 

が
た

公益社団法人 北海道海難防止・水難救済センター

ま さ か よ り  も し も で 防 ぐ  海 難 事 故

みなさんのお便りでつくる
ページです。

なみまる

おたより箱

fr
om

 readers
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・秋鮭・・・４００ｇ
・ブロッコリー・・・１房
・かぼちゃ・・・１/４個
・油・・・大さじ２
・みりん・・・小さじ２
・ミニトマト・・・４個

・生姜・・・３ｇ
・にんにく・・・３ｇ
・酒・・・大さじ２
・しょうゆ・・・大さじ２
・カレー粉・・・小さじ１/２
・片栗粉・・・大さじ３
・カレー粉・・・小さじ１

今回は「鮭のカレー風味 竜田揚げ」をご紹介しま

す。大人から子どもまで、みんな大好きなカレーで、

一味違った竜田揚げはいかがでしょう。お魚が苦手な

お子さんにも食べやすい一皿です。

材料（4人分）

北の魚情報がぎっしり！北海道ぎょれんウェブサイト

www.gyoren.or.jp
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［うみ・なかま コミュニケーション］ 4
2016

Ⓑ

Ⓐ

鮭のカレー風味
竜田揚げ

カレーの香りが食欲をそそる、秋鮭の竜田揚げ

浜のおかあさん

レシピ

Ａの生姜、にんにくをすりおろし、Ａをボウルに入れ
て混ぜ合わせておく。
秋鮭の骨を除き、一口大に切り、①に入れて下味を
つける。ブロッコリーは小房に分けて塩ゆでし、か
ぼちゃは１ｃｍの厚さに切り、皿に並べてラップをか
け、電子レンジで６分加熱（５００Ｗの場合）する。
Ｂをビニール袋の中に入れ、②の秋鮭を入れて粉
をまぶす。
フライパンに油を入れて火をつけ、③を並べて両
面に焼き色がつくまで揚げ焼きし、①とみりんをま
わしかけてから絡める。
②のかぼちゃの上に④を盛り付け、ブロッコリーと
ミニトマトを飾れば出来上がり。

❶

❷

❸

❹

❺

作り方
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沙留漁協

横田やす子さん

特集
平成２７年度 全道漁協トップセミナーが開催されました
平成28年度 ぎょれん事業計画 －前編－
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